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発
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P
S
O
E
の
変
容

3 

民
主
政
へ
の
移
行
の
開
始

l
!ス
ア
レ
ス
政
権
の
誕
生

「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
の
締
結
へ

l
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P
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O
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P
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デ
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マ

i
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か
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6 

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
に
お
け
る
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
役
割

ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
誕
生
と
社
会
経
済
政
策

P
C
E
は
何
故
、
民
主
政
移
行
の
中
で
躍
進
で
き
な
か
っ
た
か

7 8 9 

p
s
o
E党
内
対
立
の
激
化
と
、
労
働
組
合
と
の
乳
醸

む
す
び

真

二
O
四

柄

秀

子



は
じ
め
に

l
|問
題
の
所
生
Eail

一
九
七

0
年
代
以
来
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
と
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
覆
っ
た
民
主
化
の
流
れ
の
な
か
で
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、
「
政
治
的
デ

一
定
の
成
功
を
収
め
た
反
面
、
経
済
発
展
を
も
一
気
に
推
進
す
る
政
策
が
選

択
さ
れ
た
た
め
、
「
経
済
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
追
求
は
、
左
翼
政
権
自
ら
の
手
に
よ
り
断
念
さ
れ
る
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
た
。
独
裁
制
か

モ
ク
ラ
シ
!
」

の
確
立
に
向
け
て
多
大
な
努
力
が
払
わ
れ
、

ら
民
主
政
へ
の
移
行
を
経
た
直
後
の
ス
ペ
イ
ン
は
、
労
働
者
の
支
持
を
背
景
と
す
る
社
会
労
働
党
に
そ
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
経
済

領
域
に
お
け
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
拡
張
と
い
う
政
治
的
課
題
と
、
後
発
経
済
な
る
が
ゆ
え
の
急
速
な
開
発
の
必
要
性
と
い
う
経
済
的
課
題

の
間
に
ト
レ
ー
ド
・
オ
フ
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
は
、

一
九
八
九
年
、
共
産
党
独
裁
が
崩
壊
し
た
も
の
の
、

労
働
者
が
依
然
強
い
パ
ワ
ー
を
有
す
る
と
い
う
条
件
の
も
と
で
、
世
界
経
済
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
国
際
経
済
競
争
に
突
入
し
て
い
か
ざ
る

を
え
な
い
現
在
の
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
と
っ
て
、

い
か
な
る
発
展
モ
デ
ル
を
選
択
す
る
の
が
可
能
で
あ
り
、

か
っ
、
望
ま
し
い
か
を
考

慮
す
る
う
え
で
も
、
重
要
な
湘
察
を
示
唆
し
て
く
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

一
九
八
二
年
一
O
月
二
八
日
の
ス
ペ
イ
ン
総
選
挙
に
お
い
て
、
ス
ペ
イ
ン
社
会
労
働
党
(
匂

mEE。
ω。
巳
弘
吉
向
。
育
男
O

明
白
志
向
ぢ
】

以

下
P
S
O
E
)
は
、
前
回
の
一
九
七
九
年
選
挙
に
比
べ
実
に
二
倍
の
票
を
集
め
、
得
票
率
も
三
O
%
か
ら
四
八
%
へ
と
躍
進
し
、
保
守
の

民
主
中
道
連
合
(
口
巳
宮
内
同

o
n
g可
。
ロ

8
6
2注
8

以
下
U
C
D
)
か
ら
政
権
を
奪
っ
た
。

一
方
、
労
働
運
動
の
領
域
に
お
い
て
も
、

社
会
労
働
党
系
労
働
組
合
の
労
働
総
同
盟
(
白
色
舌
の

gqm-
骨
、
吋
円
与
&
包

2
2
以
下
U
G
T
)
は

一
九
六

0
年
代
以
降
労
働
者

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニ
O
五



。

運
動
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
共
産
系
労
働
組
合
で
あ
る
労
働
者
委
員
会
連
盟
(
円
。
吉
区

g
g
。
宵

2
g
以
下

C
C
0
0
)
を
つ
い
に
凌
駕

し
、
そ
れ
ま
で
続
い
て
い
た
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
運
動
の
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
支
配
の
構
図
を
打
ち
崩
し
た
。
こ
の
勝
利
の
背
景
に
は
、

九

七
0
年
代
半
ば
に
み
ら
れ
た
革
新
性
を
放
棄
し
穏
健
化
の
道
を
選
択
す
る
と
い
う
、

P
S
O
E自
ら
の
重
大
な
変
化
が
存
在
し
て
い
た
。

七
0
年
代
に
お
い
て
は
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
と
し
て
自
己
を
定
義
し
て
い
た

P
S
O
E
は
、
現
在
で
は
、
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
加
盟
諸
政

党
の
中
で
、
最
も
現
実
主
義
的
性
格
の
強
い
政
党
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。

他
方
、

一
九
八

0
年
代
以
降
、

ス
ペ
イ
ン
共
産
党

(
E
E号

h
o
g
g
E
ω
借
関
与
ω宮

以
下

P
C
E
)
は
危
機
に
直
面
し
、
党
組

織
は
分
裂
し
、
そ
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。
ソ
ヴ
ィ
ヱ
ト
・
モ
デ
ル
か
ら
の
離
脱
を
は
か
っ
た

P
C
E
は、

一
九
七

O
年

代
に
は
ユ

l
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
主
役
の
ひ
と
り
で
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
左
翼
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
民
主
政
の
確
立
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
八

0
年
代
以
降
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
の
展
開
は
、
こ
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
く
生
ま

れ
た
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
推
進
す
る
役
割
を
演
じ
た
の
は

P
S
O
E
で
あ
り
、

P
C
E
は
ブ
ラ
ン
コ
の
死
後
わ
ず
か
一

0
年
間
で
、

そ
の
存

在
理
由
す
ら
危
う
く
な
る
ほ
ど
の
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
石
油
危
機
以
後
の
世
界
経
済
の
下
降
局
面
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
コ
死
後
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
社
会
の
流
動
的
状
況
の
も
と
で
、

民
主
政
を
安
定
的
に
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
が

P
S
O
E
の
穏
健
化
の
主
要
因
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の

P
S

O
E
の
保
守
化
が
、
両
党
の
政
権
掌
援
を
可
能
に
し
た
も
の
の
、
他
方
に
お
い
て
、
失
業
の
増
大
と
政
治
的
腐
敗
と
い
う
政
治
・
社
会
的

コ
ス
ト
を
生
ん
で
し
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。



l 

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
左
翼
政
党
と
労
働
運
動
の
発
展

P
S
O
E
の
結
成

一
八
七
九
年
、

パ
ブ
ロ
・
イ
グ
レ
シ
ア
ス

(Mvmgczz氏
自
)
に
よ
り
設
立
さ
れ
た

P
S
O
E
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
社
会
主
義

政
党
同
様
、
社
会
民
主
主
義
的
分
派
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
分
派
閥
の
対
立
に
よ
っ
て
党
内
が
二
分
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

代
に
労
働
者
の
結
社
が
合
法
化
さ
れ
、
普
通
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
イ
グ
レ
シ
ア
ス
は
、

P
S
O
E
を
議
会
制
民
主
主
義

一
八
八

O
年

の
枠
組
の
中
で
確
実
に
改
革
を
実
践
し
て
ゆ
く
党
と
し
て
方
向
づ
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
プ
リ
モ
・
デ
・
リ
ベ
ラ
独
裁
時
に
革
命
主
義
的

分
派
が
党
内
で
勢
い
を
得
た
も
の
の
、
総
じ
て
、
穏
健
派
が

P
S
O
E
党
内
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
維
持
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

U
G
T
の
結
成

て、
穏
健
な
社
会
民
主
主
義
型
労
働
組
合
U
G
T
は
、
労
働
運
動
と
の
連
携
を
通
じ
て
自
ら
の
組
織
力
の
強
化
を
は
か
る

P
S
O
E
に
よ
っ

一
八
八
八
年
設
立
さ
れ
た
。

U
G
T
は
、
設
立
当
初
は
、
北
部
の
鉱
工
業
地
帯
に
基
盤
を
築
い
た
が
、
世
紀
末
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の

ス
ペ
イ
ン
労
働
運
動
に
お
げ
る
重
大
な
役
割
を
長
期
に
わ
た
り
演
じ
て
き
た
。
第
二
共
和

他
の
多
く
の
地
域
に
基
盤
を
拡
大
し
、
以
後
、

制
の
時
期
に
は
、

ア
ナ
ル
コ
サ
ン
デ
ィ
カ
リ
ス
ト
の
全
国
労
働
組
合
(
打
。
民

a
q
R
Sロ
Z
R
Zロ
包
門
凶
作

4
3ぴ
ao
C
N
T
)
と
と
も

に
ス
ペ
イ
ン
労
働
運
動
を
制
覇
し
、
特
に
一
九
一

O
l
一
七
年
の
間
に
組
織
力
を
大
幅
に
強
化
さ
せ
た
。
そ
も
そ
も
一
八
八
八
年
の
初
の

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニ
O
七



ニ
O
八

U
G
T大
会
に
は
、

P
S
O
E
と
U
G
T
の
同
一
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
、
そ
れ
以
来
と
い
う
も
の
、
両
者
の
親
密
な
関
係
は
長
期
に
わ
た
っ

て
維
持
さ
れ
て
い
る
。
政
党
の
存
在
が
極
度
に
制
約
さ
れ
て
い
た
プ
リ
モ
・
デ
・
リ
ベ
ラ
お
よ
び
ブ
ラ
ン
コ
に
よ
る
二
つ
の
独
裁
制
の
時

期
に
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
社
会
主
義
は
、

U
G
T
を
通
じ
て
辛
う
じ
て
組
織
的
に
生
き
残
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二

O
l一
二
年
に
党
内
左
派
が

P
S
O
E
を
脱
退
し
て
、

P
C
E
を
結
成
す
る
と
、

P
S
O
E
の
社
会
民
主
主
義
的
性
格
は
、
よ

り
確
固
と
し
た
も
の
と
な
り
、
議
会
制
民
主
政
を
通
じ
た
社
会
主
義
へ
の
漸
新
的
ル

i
ト
が
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、

p
s
o
 

E
は
こ
れ
以
降
、
社
会
民
主
主
義
の
道
を
一
直
線
に
進
む
こ
と
は
な
く
、
革
新
と
穏
健
の
二
つ
の
方
向
の
間
で
、
周
期
的
に
揺
れ
る
こ
と

と
な
る
。

フ
ラ
ン
コ
体
制
下
に
お
け
る
社
会
主
義
政
党
の
抑
圧

内
戦
に
お
け
る
共
和
派
の
敗
北
と
ブ
ラ
ン
コ
の
勝
利
は
、
第
二
共
和
制
で
は
最
も
大
き
な
勢
力
を
誇
っ
て
い
た

P
S
O
E
に
、
壊
滅
的

な
打
撃
を
与
え
た
。
組
織
は
、
事
実
上
解
体
さ
れ
、
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
投
獄
・
処
刑
さ
れ
た
。
ブ
ラ
ン
コ
独
裁
下
に
お
い
て
も
、

地
下
組
織
と
し
て
生
き
残
り
の
道
を
見
い
だ
し
た

P
C
E
と
は
異
な
り
、

P
S
O
E
は、

一
九
六

0
年
代
末
に
至
る
ま
で
、
組
織
と
し
て

の
存
在
自
体
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方
、
閣
外
に
逃
れ
た
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
亡
命
先
で
反
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
方
針
を
固
め
、

p 
c 

E
と
の
協
力
関
係
の
形
成
に
全
く
意
欲
を
示
さ
ず
、
反
体
制
勢
力
の
結
集
に
よ
る
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
内
側
か
ら
の
崩
壊
は
あ
り
そ
う
に
な

い
状
態
で
あ
っ
た
。



p
・F
U
E』
シ
」

F
U
戸

u
n
u
n
u

ス
ペ
イ
ン
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
伝
統
が
歴
史
的
に
弱
い
社
会
で
あ
る
。

P
C
E
は、

ス
ペ
イ
ン
の
他
の
多
く
の
政
党
同
様
に
、
政
治

組
織
と
し
て
は
極
め
て
脆
弱
な
政
党
で
あ
る
。
党
が
最
も
活
気
に
満
ち
て
い
た
時
期
、
す
な
わ
ち
、

一
九
七

0
年
代
後
半
の
民
主
政
へ
の

移
行
の
時
期
に
お
い
で
さ
え
、
党
員
数
は
少
な
く
、

一
九
七
七
年
の
初
の
民
主
的
選
挙
で
は
一
六

O
万
票
を
獲
得
し
た
の
に
対
し
て
、
党

員
数
は
わ
ず
か
一
七
万
程
度
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
選
挙
で
は
、

マ
ド
リ
l
、
パ
ル
セ
ロ

l
ナ、

パ
レ
ン
シ
ア
を
結
ぶ
産
業
地

帯
で
得
票
率
が
高
く
、
主
な
支
持
層
は
、
若
者
、
熟
練
工
、
移
民
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ー
ク
時
に
お
い

て
も

P
S
O
E
よ
り
も
は
る
か
に
小
さ
な
政
党
で
あ
る

P
C
E
は、

し
か
し
、
労
働
組
合
の
領
域
に
関
し
て
は
、
大
き
な
影
響
力
を
有
し

て
き
た
。
特
に
民
主
政
へ
の
移
行
期
以
後
は
、
共
産
党
系
の

C
C
O
O
が
、
社
会
労
働
党
系
の

U
G
T
よ
り
も
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て

き
て
お
り
、

U
G
T
が
C
C
O
O
を
凌
駕
し
た
の
は
、

よ
う
や
く
一
九
八
二
年
に
な
っ
て
の
ζ

と
に
す
ぎ
な
い
。

フ
ラ
ン
コ
体
制
下
に
お
け
る

C
C
O
O
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
確
立

こ
の
よ
う
に
ス
ペ
イ
ン
の
労
働
運
動
に
お
い
て

C
C
O
Oが
U
G
T
を
圧
倒
し
て
き
た
理
由
は
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
末
期
の

C
C
O
O
の

活
動
に
求
め
ら
れ
る
。
内
戦
と
そ
れ
に
続
く
政
治
的
抑
圧
の
時
代
に
、

U
G
T
は
ス
ペ
イ
ン
社
会
か
ら
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
て
い
た
。

九
三
九
年
、
内
戦
に
お
け
る
共
和
派
の
敗
北
を
受
付
て
、
既
存
の
労
働
組
合
は
非
合
法
化
さ
れ
、
政
府
が
支
配
す
る
垂
直
的
労
働
組
合

(
わ
ぬ
口
同

E
目
印
A
釦
の
目
。
ロ
包
∞
宮
内
凶
仰
の
弘
山
田

Z

以
下

C
N
S
)
が
結
成
さ
れ
た
。

C
N
S
に
民
主
的
な
外
見
を
与
え
よ
う
と
意
図
し
て
い
た
政

府
は
、

一
九
五
八
年
、
企
業
お
よ
び
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
被
庸
者
代
表
を
直
接
選
挙
に
よ
っ
て
選
出
す
る
部
分
的
な
代
表
シ
ス
テ
ム
を
導

ス
ペ
イ
ン
民
、
王
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
O
九



。

入
し
た
。
経
済
問
題
に
関
し
て
経
営
側
と
の
交
渉
に
臨
む
工
場
委
員
会
(
}
員
包

g
骨

g
s
g
g
)の
代
表
を
選
出
す
る
権
利
を
労
働
者
に

認
め
た
一
九
五
八
年
の
団
体
交
渉
法

(
F
3
骨

n
g
S
E
g
n
o
-
o
a
g印
)
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
下
の
労
働
運
動
に
、
解
放
へ
の
わ
ず
か

な
す
き
間
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
が
一
九
六

0
年
代
の
労
働
運
動
の
高
ま
り
へ
と
つ
な
が
る
こ
と
と
な
っ
た
。

C
C
O
O
は
、
政
府
の
公
的
労
働
組
合
C
N
S
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
生
ま
れ
た
。

一
九
六

0
年
代
に
は
い
り
、

ス
ペ
イ
ン
が
経
済

発
展
を
開
始
す
る
と
、
地
方
か
ら
都
市
へ
の
大
規
模
な
人
口
の
移
動
が
生
じ
、
新
し
い
タ
イ
プ
の
労
働
運
動
が
出
現
し
て
き
た
。

一
九
六

0
年
代
初
頭
、

ア
ス
ト
リ
ア
ス
の
炭
鉱
ス
ト
ラ
イ
キ
の
最
中
に
、
こ
の
労
働
運
動
は
、
労
働
者
委
員
会

(
8
5在
。
ロ

g
。
官
。
話
回
)
と
い
う

名
称
で
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

C
C
O
O
の
最
初
の
組
織
は
、

一
九
六
一
年
マ
ド
リ
!
の
金
属
産
業
部
門
で
結
成
さ
れ
、
同
様
の
組
織

が
他
の
産
業
、

パ
ル
セ
ロ

l
ナ
な
ど
の
他
の
地
域
に
急
速
に
波
及
し
た
。
し
か
し

C
C
O
O
は
、
こ
の
時
点
で
は
制
度
的
に
確
立
し
た
労

働
組
合
で
は
な
く
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
下
で
労
働
者
に
許
さ
れ
た
唯
一
の
運
動
形
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
政
治
的
抑
圧
の
な
か
で
、
労
働
組

合
は
確
圏
と
し
た
組
織
を
確
立
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
新
し
い
労
働
組
合
が
即
座
に
出
現
し
た
わ
り
で
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
六

0
年
代
半
ば
ま
で
に
は
、
工
場
委
員
会
の
代
表
は
、
労
働
運
動
を
実
質
的
な
組
織
化
の
方
向
に
向
か
わ
せ
て
い
た
。
特
定
の
労
働

行
為
に
関
し
て
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
に
組
織
さ
れ
た
工
場
委
員
会
は
、
当
面
の
問
題
の
解
決
が
終
る
と
解
散
さ
れ
た
が
、
労
働
争
議
が
激
化
す

る
に
つ
れ
、
次
第
に
永
続
的
な
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

P
C
E
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
タ
イ
プ
の
労
働
運
動
の
組
織
化
に
お
い
て
先
障
を
き
っ
た
。
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
、

P
C
E
の
み

が
唯
一
の
地
下
政
治
活
動
を
行
う
組
織
で
あ
っ
た
た
め
、

P
C
E
の
メ
ン
バ
ー
は
、
必
然
的
に

C
C
O
O
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
い
っ
た
。



P
C
E
は
、
す
べ
て
の
反
対
勢
力
の
結
集
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
コ
体
制
に
終
意
を
も
た
ら
す
と
い
う
長
期
的
戦
略
を
採
択
し
、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
労
働
組
合
と
の
密
接
な
協
力
を
重
視
し
た
。

と
り
わ
げ
、

一方、

一
九
一
ニ

0
年
代
の
労
働
運
動
で
は
指
導
的
な
役
割
を
演
じ
た

p
s
o

E
は、

C
C
O
O
に
参
ノ
加
し
な
か
っ
た
。

U
G
T
は
、
内
戦
の
共
和
派
の
敗
北
に
よ
っ
て
、

P
S
O
E
と
も
ど
も
、
再
組
織
化
が
ほ
と
ん

一
九
五

0
年
代
ま
で
に
は
、
事
実
上
、
本
来
の
労
働
組
合
と
し
て
の
意
味
を
失
っ
て
い

ど
不
可
能
な
状
態
に
ま
で
追
い
込
ま
れ
て
お
り
、

た
。
さ
ら
に

P
S
O
E
は、

一
九
六

0
年
代
に
労
働
運
動
が
再
燃
し
た
時
期
に
お
い
て
も
、

C
C
O
O
の
発
展
に
関
与
す
る
こ
と
を
拒
否

し
た
結
果
、

U
G
T
が
活
気
を
自
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

P
S
O
E
の
こ
の
決
断
は
労
働
組
合
が
あ
ま
り
に
も
容
易
に
国
家
に
取
り

込
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
へ
の
反
省
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
結
果
、
労
働
運
動
の
主
導
権
を

P
C
E
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
態
を

も
た
ら
し
た
。
内
戦
中
は
、
労
働
者
に
ほ
と
ん
ど
影
響
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た

P
C
E
は、

C
C
O
O
の
労
働
運
動
内
に
お
け
る
ヘ
ゲ

モ
ニ
ー
の
確
立
に
よ
っ
て
、
労
働
者
間
の
強
固
な
支
持
基
盤
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

ブ
ラ
ン
コ
政
権
は
、

C
C
O
O
の
社
会
的
影
響
力
の
増
大
を
認
識
す
る
の
に
手
間
ど
り
、

一
九
六
六
年
に
抑
圧
行
動
に
で
た
と
き
は
、

C
C
O
O
は
既
に
ス
ペ
イ
ン
産
業
社
会
に
お
い
て
確
固
と
し
た
地
位
を
築
き
上
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、

一
九
七
五
年
の
時
点
で
は
、

c
c

0
0
は
労
働
運
動
と
ほ
ぼ
同
義
語
と
な
っ
て
い
た
。

C
C
O
O
は
、
そ
の
影
響
力
を
次
第
に
増
大
さ
せ
、
労
働
者
の
代
表
を
選
挙
を
通
じ

て
選
出
す
る
代
表
シ
ス
テ
ム
に
徐
々
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
権
威
主
義
支
配
下
の
公
的
労
働
組
合
の
シ
ス
テ
ム
を
実
質
的
に
支

配
し
て
い
っ
た
。

C
C
O
O
の
こ
の
戦
略
は
成
功
を
お
さ
め
、

一
九
七
四
|
七
五
年
に
は
、
す
べ
て
の
産
業
地
帯
の

C
N
S
に
お
い
て
、

ブ
ラ
ン
コ
派
幹
部
が
追
放
さ
れ
、

C
C
O
O
リ
ー
ダ
ー
が
と
っ
て
代
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ



一一一

労
働
運
動
統
一
の
試
み
と
挫
折

一
九
六
八
年
、

C
C
O
O指
導
部
は

C
C
0
0
を
イ
ギ
リ
ス
の

T
U
C
の
よ
う
な
統
一
さ
れ
た
民
主
的
な
組
合
組
織
に
作
り
変
え
る
と

い
う
大
胆
な
構
想
を
提
案
し
た
。
こ
の
戦
略
は
、
労
働
組
合
運
動
の
分
裂
の
防
止
と

C
N
S
の
下
か
ら
の
民
主
化
の
推
進
を
め
ざ
し
て
い

た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
l
七
六
年
に
な
る
と
労
働
組
合
連
合
(
司
昆
音
盟
包

R
乱
。

σ
2
3
U
S
O
)
や、

P
S
O
E
お
よ
び
西
ド
イ

ツ
社
会
民
主
党
に
支
援
さ
れ
た

U
G
T
の
再
生
な
ど
、
新
た
に
他
の
労
働
組
合
勢
力
が
出
現
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
労
働
組

合
は
、

C
C
O
O
リ
ー
ダ
ー
と

P
C
E
に
よ
る
組
合
運
動
支
配
を
危
慎
し
て
、

C
C
O
O
の
提
案
を
拒
絶
し
た
。
さ
ら
に
、

P
C
E内
部

で
も
、
労
働
者
へ
の
強
い
影
響
力
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

P
C
E
と
直
結
し
た
独
自
の
労
働
組
合
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
、

シ
」
い
〉
づ

統
一
労
働
組
合
構
想
に
対
す
る
批
判
が
根
強
く
、
最
終
的
に
は
、
こ
の
批
判
勢
力
が
勝
利
を
お
さ
め
、
自
由
で
聞
か
れ
た
労
働
組
合
の
発

展
を
め
ざ
す
リ
ー
ダ
ー
は
敗
退
し
、

P
C
E指
導
部
か
ら
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。

2 

ゴ
ン
サ
レ
ス
の
登
場
と
P
S
O
E
の
変
容

P
C
E
の
民
主
政
「
移
行
」
シ
ナ
リ
オ

労
働
運
動
内
に
お
い
て
大
き
な
勢
力
を
有
し
て
い
た

P
C
E
は、

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
民
主
政
へ
の
移
行
が
社
会
主
義
の
実
現
に
藍
結

す
る
と
考
え
て
い
た
。

P
C
E
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
の
み
で
は
な
く
、
農
民
、
中
間
層
、
非
独
占
的
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
が
参



加
す
る
国
民
レ
ヴ
ェ
ル
の
平
和
的
ゼ
ネ
・
ス
ト
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
権
威
主
義
体
制
は
崩
壊
し
、
自
由
主
義
的
な
意
味

で
の
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
も
た
ら
す
が
、

ス
ペ
イ
ン
・
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
に
と
っ
て
、
民
主
的
シ
ス
テ
ム
を
誠
実
に
受
け
入
れ
る
こ

と
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
、
民
衆
の
民
主
的
な
動
員
に
よ
っ
て
資
本
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
は
崩
れ
、
社
会
主
義
へ
と
移
行
す
る
、

と
想
定
さ

れ
て
い
た
。
こ
の
想
定
の
背
後
に
あ
っ
た
の
は
、

P
C
E独
自
の
ス
ペ
イ
ン
政
治
経
済
の
分
析
で
あ
る
。

P
C
E
は、

ス
ペ
イ
ン
に
お
い

て
は
資
本
主
義
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
両
立
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
銀
行
が
過
度
に
産
業
を
支
配
し
、

ま
た
外
国

企
業
に
極
度
に
依
容
し
て
い
る
結
果
、
経
済
的
に
き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
同
時
に
政
治
的
に
も
脆
弱
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
資
本
主
義
が
、
穏
健
な
自
由
主
義
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
る
こ
と
も
、
真
に
代
議
的
な
プ
ル
ジ
ョ
ワ
政
党
を
作
り
出
す
こ
と

ブ
ラ
ン
コ
体
制
は
、
ス
ベ

も
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
点
に
最
も
よ
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。

P
C
E
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
し
た
が
え
ば
、

イ
ン
資
本
主
義
に
と
っ
て
「
必
要
な
」
体
制
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ス
ペ
イ
ン
資
本
主
義
は
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
容
認
し
な
い
、
と
捉
え

て
い
た
の
で
あ
る
。

P
C
E
は
、
独
裁
制
へ
の
民
主
的
圧
力
が
強
く
な
っ
て
ゆ
く
と
、
単
な
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
実
現
の
み
で
は
終
結
せ

ず
、
社
会
主
義
へ
の
転
換
ま
で
到
達
す
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
目
標
の
た
め
に
、
民
主
的
反
体
制
勢
力
と
し
て
中
心

的
役
割
を
演
ず
る
、
と
自
ら
想
定
し
て
い
た
。

社
共
の
地
位
逆
転
と

P
C
E
の
後
退

ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
の
歩
み
は
、

P
C
E
の
シ
ナ
リ
オ
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
過
程
を
た
ど
っ
た
。

代
、
反
体
制
グ
ル
ー
プ
は
、
権
威
主
義
支
配
か
ら
の
民
主
的
な
「
決
裂

(E翼
民
巴
」
を
め
ざ
し
て
組
織
化
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ス

ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
、
左
翼
諸
勢
力
に
よ
る
下
か
ら
の
権
威
主
義
の
打
倒
は
成
功
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
徐
々
に
拡
大
し
て
い
た
市
民
レ

し
か
し
現
実
に
は
、

一
九
六

O
年

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

一一
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二
一
四

ヴ
ェ
ル
で
の
ブ
ラ
ン
コ
体
制
へ
の
抵
抗
は
、

ス
ペ
イ
ン
権
威
主
義
体
制
の
正
統
性
を
次
第
に
浸
食
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の
、
反
体
制
勢
力

は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
、
反
対
運
動
、
下
か
ら
の
圧
力
運
動
と
い
う
活
動
の
効
果
的
な
チ
ャ
ネ
ル
の
形
成
に
失
敗
し
て
い
た
。
労
働
者
に
よ
る

反
対
運
動
は
時
に
は
激
化
し
た
も
の
の
、
政
治
リ
ー
ダ
ー
や
組
合
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
組
織
的
戦
略
と
は
別
個
の
次
元
で
起
こ
っ
た
に
す
ぎ

ず
、
市
民
の
な
か
の
わ
ず
か
な
限
定
さ
れ
た
セ
ク
タ
ー
の
動
員
は
、
体
制
側
の
反
動
を
も
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

民
主
政
へ
の
移
行
は
、

P
C
E
が
意
図
し
た
よ
う
な
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
の
明
確
か
つ
決
定
的
な
「
決
裂
」
で
は
な
く
、

む
し
ろ
、
体
制

側
と
反
体
制
勢
力
と
の
間
の
交
渉
を
通
じ
た
「
改
革
(
活
問
2
5
ω
)
」
の
過
程
を
た
ど
っ
た
。
ま
た
、

ス
ペ
イ
ン
左
翼
の
勢
力
バ
ラ
ン
ス
も
、

P
C
E
が
望
ん
だ
よ
う
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
当
初
、

P
C
E
が
反
体
制
運
動
の
主
役
で
あ
っ
た
時
期
に
は
、

P
A
S
O
E
は
ス
ペ
イ
ン
の

政
治
舞
台
か
ら
事
実
上
は
消
え
て
い
た
。
リ
ー
ダ
ー
は
国
外
に
亡
命
し
、
国
内
の
指
導
者
も
特
定
の
限
ら
れ
た
地
域
で
活
動
す
る
の
が
せ

い
ぜ
い
な
状
況
で
、

P
S
O
E
は
、
労
働
者
や
反
体
制
グ
ル
ー
プ
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

そ
の
存
在

す
ら
定
か
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え

P
C
E
が
、
新
し
い
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
実
現
さ
れ
た
あ
か
つ
き
に
は
、
自
ら
ス
ペ
イ
ン

左
翼
の
首
位
政
党
と
し
て
お
さ
ま
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
と
し
て
も
当
然
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

一
九
七
二
年
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
台
頭

は
、
状
況
を
一
変
さ
せ
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
と
彼
を
と
り
ま
く
若
手
の
新
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
西
ド
イ
ツ
社
民
党

(
S
P
D
)
と
社
会
主
義

イ
ン
タ
ー
の
支
持
を
背
景
に
、
党
内
田
指
導
部
の
一
掃
に
成
功
す
る
と
、

P
S
O
E
は
に
わ
か
に
重
要
な
政
治
勢
力
へ
の
変
貌
を
遂
げ
た
。

ゴ
ン
サ
レ
ス
の
台
頭
と

P
S
O
E
の
左
傾
化

P
S
O
E
の
再
建
は
、

一
九
七

O
年
か
ら
七
四
年
に
か
げ
て
の
党
リ
ー
ダ
ー
交
替
の
結
果
、
可
能
と
な
っ
た
。

一
九
六

0
年
代
か
ら
七



0
年
代
初
期
に
か
砂
て
、

P
S
O
E
の
党
内
覇
権
は
、
ジ
ョ
ピ
ス
(
問
。
色
。
は
O
F
F
-
m
)
書
記
長
率
い
る
亡
命
派
と
、

フ
ェ
リ
ベ
・
ゴ
ン
サ

レ
ス
(
明
，

ae伶
の
。
ロ
N
M
W
Z
N
)
、
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ゲ
ッ
ラ
(
〉
民
。
ロ
印
。
の
ロ
R
S
)
、
パ
ブ
ロ
・
カ
ス
テ
ジ
ャ

l
ノ
(
司

ω宮。

n
g窓
口
山
口
。
)
ら

の
国
内
派
の
間
で
争
わ
れ
た
。
党
内
右
派
を
代
表
す
る
ジ
ョ
ピ
ス
ら
は
、

P
C
E
と
の
い
か
な
る
協
力
も
拒
ん
だ
が
、
こ
れ
に
対
し
て
国

内
派
の
若
い
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
党
内
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
獲
得
を
射
程
に
お
く
主
張
に
訴
え
た
。

一
九
七

O
年
の
ト
ゥ

i
ル
l
ス
に
お

け
る
第
十
一
会
党
大
会
は
、

P
S
O
E
の
国
内
派
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
る
、
覇
権
獲
得
へ
の
挑
戦
の
場
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
、
党
戦

略
の
転
換
と
党
組
織
の
民
主
化
を
推
進
す
る
た
め
の
一
連
の
提
案
を
打
ち
出
し
た
。
特
に
、
執
行
委
員
会
選
挙
の
多
数
派
を
構
成
す
る
メ

ン
パ
!
の
支
持
を
背
景
に
、
「
イ
シ
ド
ロ

(
田
舎
者
)
」
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
党
内
自
由
の
欠
如
を
厳
し
く
指
摘
し
、
ジ
ョ
ピ
ス
ら
と
対
決
し

た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
提
案
は
若
手
の
支
持
を
集
め
、
ジ
ョ
ピ
ス
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
承
認
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
ら
は
、

短
期
間
の
う
ち
に

P
S
O
E
内
の
覇
権
を
旧
指
導
部
か
ら
も
ぎ
と
り
、
ジ
ョ
ピ
ス
分
派
は
党
内
で
「
壁
史
的
セ
ク
タ
ー

3
0
2
2
望
。
ュ

g

)
」
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
七
四
年
の
第
十
二
回
党
大
会
に
お
い
て
ゴ
ン
サ
レ
ス
が
書
記
長
に
選
出
さ
れ
る
と
、
党
組
織
は
活

性
化
さ
れ
、
党
員
数
も
急
増
し
、

P
S
O
E
は
左
へ
大
き
く
転
回
し
た
。

ブ
ラ
ン
コ
死
後
の
一
九
七
六
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
党
大

会
は
、

P
S
O
E
に
と
っ
て
四

O
年
ぶ
り
に
初
め
て
ス
ペ
イ
ン
圏
内
で
の
開
催
を
許
さ
れ
た
大
会
で
あ
っ
た
が
、
党
の
革
新
的
な
基
本
方

針
が
確
認
さ
れ
た
。
当
時
は
、
党
の
活
動
が
徐
々
に
許
さ
れ
て
は
い
た
も
の
の
、

れ
が
、
党
内
の
急
進
的
色
彩
を
強
め
る
の
に
一
役
か
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

P
S
O
E
は
依
然
と
し
て
非
合
法
的
存
在
で
あ
り
、
こ

卒
く
も
一
九
七
七
年
選
挙
に
お
い
て
、

P
S
O
E
は、

P
C
E
の
約
三
倍
の
票
を
獲
得
し
、
両
者
の
パ
ワ

i
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
た
や
す

く
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
以
降
、
民
主
化
の
定
着
プ
ロ
セ
ス
の
主
役
は
、
完
全
に

P
S
O
E
の
演
じ
る
も
の
と
な
り
、

P
C
E
は、

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニ一五



一
一
一
・
六

民
主
政
の
確
立
と
い
う
最
も
晴
れ
が
ま
し
い
舞
台
に
立
っ
て
い
る
こ
と
す
ら
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
状
況
変
化
の
予
想
外

の
速
さ
に
動
揺
し
た

P
C
E
は、

P
S
O
E
の
急
速
な
進
出
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
有
効
な
対
応
策
を
打
ち
出
せ
な
い
ま
ま
、
次
第
に

後
退
し
て
ゆ
く
こ
と
と
な
る
。

C
C
O
O
の
退
潮

一
方
、
一
九
七
五
年
の
ブ
ラ
ン
コ
の
死
後
、

C
C
O
O
は
合
法
的
な
地
位
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。
一
九
七
八
年
の
労
働
組
合
選
挙
で
は
、

三
四
%
を
超
え
る
工
場
委
員
会
の
代
表
を
選
出
さ
せ
、
最
も
重
要
な
労
働
組
合
と
し
て
の
成
功
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
、
こ
の
年
を
ピ

l

C
C
O
O
は
次
第
に
基
盤
を
失
っ
て
ゆ
く
。

C
C
O
O
の
表
向
き
の
地
位
は
、
労
働
者
の
直
接
的
利
益
の
擁
護
、
民
主
的
国

ク
と
し
て
、

た家
。の
C 発
C 展。、
そo 1 
守ぞ
ぷ最
り終
目的
世に
24 は
窺斐
の;z:;;
ι 主
公義
:三的
へ理
す雰
Jミ V<'"
基て つ
21ぃ
詰主
勢玄
力玄
のを 実
歓現
姐
..，J-を

み毘
組 Y
積し
とた
て政
、治

政的
治に
的は
ソ自

》語
リな
テ独
イ立
の組
強織
化で
にあ
戦つ

略
上
の
重
点
を
置
い
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、

C
C
O
O内
部
に
お
い
て
は
、

P
C
E
の
支
配
が
確
立
さ
れ
て
き
て
お
り
、

一
九
七

八
年
の
第
一
田
大
会
で
選
出
さ
れ
た
委
員
会
リ
ー
ダ
ー
四
二
人
中
P
C
E
メ
ン
バ
ー
で
な
か
っ
た
の
は
、
わ
ず
か
二
名
だ
げ
で
あ
っ
た
。

マ
ル
セ
リ
l
ノ
・
カ
マ

l
チ
ヨ
(
冨

R
S
-宮
o
n
ω
B
R
V
O
)
率
い
る

C
C
O
O
は
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
参
加
を
求
め
た
が
、
組
織
は
実

質
的
に
は

P
C
E
に
支
配
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
料
。

P
C
E
・
C
C
O
O
の
選
挙
協
力

C
C
O
O
は
、
主
だ
っ
た
り
l
ダ
ー
が

P
C
E
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
た
め
、

一
方
で
は
多
元
的
な
労
働
組
合
を
め
ざ
し
な
が
ら
、
同
時



に
P
C
E
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
不
承
不
承
に
つ
と
め
る
と
い
う
矛
盾
を
内
包
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

P
C
E
と
C
C
O
O
の
関
係
を
さ
ら
に

複
雑
に
し
て
い
る
の
が
、
選
挙
協
力
で
あ
る
。

C
C
O
O
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、

P
C
E
は
主
要
な
投
票
対
象
で
は
な
か
っ
た
。

U
G

T
が
自
ら
を
社
会
主
義
的
労
働
組
合
と
定
義
し
、
選
挙
に
際
し
て
は

P
S
O
E
を
全
面
的
に
支
持
し
て
い
た
の
と
は
異
な
り
、

年
か
ら
七
九
年
の
時
期
に
お
い
で
さ
え
、

C
C
O
O
の
大
多
数
は

P
S
O
E
に
票
を
投
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
七
七

3 

民
主
政
へ
の
移
行
の
開
蛤

l
lス
ア
レ
ス
政
権
の
誕
生

フ
ラ
ン
コ
体
制
の
危
機
と
ス
ア
レ
ス
政
権

ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
延
命
を
図
る
ル
イ
ス
・
カ
レ
ロ
・

ブ
ラ
ン
コ

(
F
g
u
n
R
5
5
∞zpg)
が
一
九
七
三
年
十
二
月
に
暗
殺
さ
れ
る
と
、
体
制
指
導
部
は
大
混
乱
に
陥
り
、
一
九
七
五
年
の
ブ

ラ
ン
コ
の
死
を
前
後
し
て
、
織
烈
な
権
力
闘
争
が
展
開
さ
れ
た
。
国
王
フ
ァ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
己

gロ
門
司
目
。
白
)
に
よ
っ
て
一
九
七
四
年
に

ブ
ラ
ン
コ
体
制
は
、

一
九
七
三
年
以
降
、
度
重
な
る
内
政
危
機
に
み
ま
わ
れ
た
。

首
相
に
任
命
さ
れ
た
カ
ル
ロ
ス
・
ア
リ
ア
ス
・
ナ
パ
ロ
(
わ
耳
目
o
m
〉
円
凶
器

Z
州
当
時

g)は、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
限
定
的
民
主
化
に
失
敗
し
た

た
め
、

一
九
七
六
年
七
月
、

フ
ァ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
は
ア
リ
ア
ス
に
代
え
て
、
国
民
運
動
出
身
の
ブ
ラ
ン
コ
派
官
僚
ア
ド
ル
フ
ォ
・
ス
ア
レ

そ
れ
ら
は
、 の
改
革
、
国
民
投
票
の
実
施
、
政
党
の
合
法
化
、

P
C
E
の
合
法
化
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
法
体
系
の
も
と
に
行
わ
れ
た
。

ス
を
そ
の
後
任
に
据
え
た
。
ス
ア
レ
ス
は
、

総
選
挙
の
実
施
を
含
む
、
民
主
的
改
革
を
開
始
し
た
が
、

コ
ル
叫
ア
ス

(
国
会
)

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
一
七



J¥ 

移
符
過
程
に
お
げ
る
ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
民
主
政
の
対
決
は
、
事
実
上
の
権
力
の
掌
握
を
め
ぐ
る
ゲ
l
ム
と
な
っ
て
い
た
。
旧
体
制
タ
カ

派
を
構
成
し
て
い
た
ブ
ラ
ン
コ
の
追
従
者
た
ち
が
結
集
す
る
国
民
連
合
(
注
目

SNω
可
。
宮
MUH
以
下
A
P
)
が
、
議
会
に
お
い
て
弱
小
勢

カ
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
は
、
政
府
の
改
革
シ
ナ
リ
オ
が
有
効
性
を
保
つ
の
に
少
な
か
ら
、
ず
寄
与
し
て
い
た
。

一
方
、
民
主
化
の
必
要
性

を
認
識
す
る
旧
体
制
ハ
ト
派
と
民
主
的
反
対
勢
力
の
対
立
は
、

ス
ア
レ
ス
率
い
る

U
C
D
が
中
道
戦
略
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
緩
和
さ
れ

て
い
た
o
p
S
O
E
は
穏
健
化
を
進
行
さ
せ
る
戦
略
を
通
じ
て
選
挙
民
の
支
持
の
拡
大
を
狙
っ
て
お
り
、
ま
た

P
C
E
も
マ
ル
ク
ス

l
レ
l

ニ
ン
主
義
と
は
異
な
っ
た
ユ
!
ロ
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
の
政
党
と
し
て
自
ら
を
再
定
義
し
て
い
た
。

ス
ア
レ
ス
の
「
協
定
に
よ
る
改
革
」

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
民
主
政
へ
の
移
行
過
程
で
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
民
主
化
が
体
制
側
に
よ
っ
て
、
「
上
か
ら
」
開
始
さ
れ
た
点
で
あ

る
。
体
制
が
「
下
か
ら
」
の
圧
力
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
こ
と
な
く
ブ
ラ
ン
コ
は
死
を
迎
え
、
権
威
主
義
体
制
の
強
権
的
側
面
を
構
成
し
て

き
た
法
体
系
は
、

ブ
ラ
ン
コ
死
後
に
お
い
て
も
存
続
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
諸
制
度
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
い
う
ア
リ
ア
ス
の
試
み
は
、

反
体
制
派
の
抱
い
て
い
た
、
変
革
は
ゆ
っ
く
り
と
し
か
進
ま
ず
、
権
威
主
義
の
終
駕
に
は
杢
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
最
悪
の
懸

念
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ブ
ラ
ン
コ
体
制
と
の
民
主
的
な
「
決
裂
」
を
求
め
て
い
た
反
体
制
勢
力
は
、

ア
リ
ア
ス
政
権
に
強
硬
に

対
抗
し
た
。
体
制
内
右
派
の
支
持
を
得
る
こ
と
に
失
敗
し
た
ア
リ
ア
ス
に
代
わ
っ
て
登
場
し
た
ス
ア
レ
ス
は
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
中
枢
的

人
物
で
あ
り
、
反
体
制
勢
力
の
不
安
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。
し
か
し
、
戦
略
的
な
ス
ア
レ
ス
は
、
民
主
的
改
革
の
方
向
へ
の
す
ば
や
い
転

換
を
選
択
し
た
。
ス
ア
レ
ス
の
こ
の
路
線
転
換
は
敏
速
に
行
わ
れ
、
反
体
制
派
の
代
表
と
の
対
話
を
通
じ
た
網
羅
的
な
改
革
の
内
容
は
、

反
体
制
勢
力
か
ら
の
批
判
を
か
わ
す
だ
け
の
効
果
を
あ
げ
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
権
威
主
義
政
権
自
身
が
、
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
移
行



を
開
始
し
、

そ
の
過
穆
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
体
制
内
改
革
派
と
反
体
制
派
の
支
持
を
と
り
つ
け
る
に
あ
た
っ
て
、

レ
ス
は
「
協
定
に
よ
る
改
革
(
話
内
耳
宮
山
富
旦
包
ωご
と
い
う
手
段
に
訴
え
た
の
で
あ
る

ス
ア

ス
ペ
イ
ン
経
済
構
造
の
変
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
社
会
的
変
容
は
、
首
相
ア
ド
ル
フ
ォ
・
ス
ア
レ
ス
に
率
い
ら
れ
た
改
革
主
義
的
分
派
を

刺
激
し
、
ス
ア
レ
ス
は
、
近
代
化
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
に
野
党
(
自
由
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
、
社
会
、
共
産
各
勢
力
)
と
協
定
関
係
を

形
成
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
す
る
に
至
っ
た
。
当
時
の
野
党
は
、
国
民
の
支
持
の
強
さ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
、
未
だ
成
熟
し
て
は

い
な
か
っ
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
主
力
政
党
と
密
接
な
結
び
付
き
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、

ス
ア
レ
ス
新
政
権
が
民
主
的
で
あ

る
と
い
う
折
紙
を
得
て
、

ス
ペ
イ
ン
の

E
C加
盟
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
諸
野
党
と
接
近
す
る
こ
と
が
是
非
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
反

か
ね
て
か
ら
の
「
決
裂
」
シ
ナ
リ
オ
が
不
可
能
と
な
っ
た
以
上
、
ス
ア
レ
ス
政
府
が
設
定
し
た
改
革
の
プ
ロ
セ
ス

対
勢
力
に
と
っ
て
も
、

に
参
加
し
て
ゆ
く
ほ
か
に
選
択
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
彼
ら
は
現
実
に
、

野
党
に
と
っ
て
不
利
な
こ
の
体
系
的
法
律
に
依
拠
す
る
議
会
選
挙
を
も
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
議
会
は
二
院
制
で
あ
り
、

一
九
七
六
年
の
政
治
改
革
法
案
の
国
民
投
票
を
甘
受
し
、

上
院
の
か
な
り
の
部
分
は
、
国
王
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
選
挙
シ
ス
テ
ム
は
、
産
業
化
が
進
展

し
て
い
な
い
地
域
に
有
利
に
は
た
ら
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で
は
、
野
党
の
勢
力
は
弱
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
一
九



二
二
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4 

「
モ
ン
ク
ロ
ア
」
協
定
の
締
結
へ

1

1民
主
政
へ
の

P
S
O
E
の
対
応

P
S
O
E
の
難
し
い
選
択

し
か
し
、

ス
ア
レ
ス
政
権
の
「
協
定
に
よ
る
改
革
」
路
線
の
受
容
は
、

p
s
o
E自
身
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
。
と
り
わ
け
、

一
九
七

六
年
の
時
点
で
は
、

P
S
O
E
は
急
進
的
路
線
を
採
択
し
て
お
り
、

ス
ア
レ
ス
の
改
革
に
賛
同
す
る
こ
と
は
困
難
な
も
の
と
思
わ
れ
た
。

ブ
ラ
ン
コ
体
制
か
ら
民
主
政
へ
の
交
渉
を
通
じ
た
移
行
に
あ
く
ま
で
も
反
対
し
、
従
来
の
構
想
ど
お
り
暫
定
政
府
の
設
立
に
よ
る
権
威
主

義
支
配
の
終
意
を
め
ざ
す
べ
き
か
、
あ
る
い
は
、

ス
ア
レ
ス
が
提
唱
す
る
改
革
案
へ
の
協
力
を
通
じ
て
議
会
制
民
主
主
義
の
樹
立
の
可
能

性
に
賭
け
る
か
、

P
S
O
E
は
難
し
い
選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

P
S
O
E
の
歩
み
寄
り

第
二
七
回
大
会
に
お
い
て
急
進
的
路
線
を
明
確
化
し
た

P
S
O
E
は
、
状
況
の
変
化
を
経
て
、
結
局
は
、

ス
ア
レ
ス
の
「
取
引
」
戦
略

に
歩
み
よ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
に
、

一
九
七
七
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
ス
ペ
イ
ン
国
民
を
震
揺
さ
せ
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
波
動
に

対
し
て
、

お
び
え
て
後
ず
さ
り
す
る
こ
と
な
く
改
革
を
推
進
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
ス
ア
レ
ス
の
決
然
と
し
た
対
応
は
、
反
体
制
勢
力
の

協
力
を
促
し
、
こ
の
時
期
の
反
体
制
派
の
責
任
あ
る
行
動
が
、
困
難
な
状
況
下
の
ス
ア
レ
ス
の
成
功
を
助
げ
る
効
果
を
果
た
し
た
。
第
二

に
、
こ
れ
ま
で
の
一
貫
し
た
「
決
裂
」
の
主
張
が
選
挙
民
の
支
持
を
遠
ざ
け
か
ね
な
い
こ
と
を
、
現
実
的
に
認
識
す
る
に
至
っ
た

P
S
O



向
転
換
す
る
こ
と
を
考
え
は
じ
め
た
。
第
三
に
、

E
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
、
選
挙
戦
略
上
の
計
算
か
ら
、
単
な
る
「
決
裂
」
で
は
な
く
「
協
定
に
よ
る
決
裂

(E辛
口
吋

m
B
n
g含
ご
へ
と
方

ス
ア
レ
ス
に
よ
る
予
期
せ
、
ざ
る

P
C
E
の
合
法
化
の
効
巣
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で

は
P
S
O
E
が
ス
ペ
イ
ン
左
翼
陣
営
に
あ
っ
て
唯
一
の
合
法
的
政
党
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て

P
S
O
E
は
、
最
も
強
聞
に
組
織
さ

れ
た

P
C
E
か
ら
の
挑
戦
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

P
C
E
は、

ス
ア
レ
ス
に
よ
る
承
認
と
引
き
換
え
に
、
君
主
制
を
受
け
入
れ
、
穏

健
な
政
党
へ
の
転
換
の
た
め
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
た
。
こ
の
背
後
に
は
、
選
挙
に
お
け
る

P
S
O
E
と
P
C
E
の
競
合
を
強
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
左
翼
に
投
じ
ら
れ
る
票
を
分
断
し
よ
う
と
す
る
ス
ア
レ
ス
の
計
算
が
存
在
し
て
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
投
票
パ
タ
ー
ン
は
、
票

の
非
常
に
大
き
な
部
分
が
中
選
か
ら
左
派
に
集
中
し
て
お
り
、

れ
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

ス
ア
レ
ス
は
、
こ
の
戦
略
に
よ
っ
て
、
新
た
に
左
か
ら
中
央
へ
の
票
の
流

「
出
発
選
挙
」
(
一
九
七
七
年
)
に
お
け
る

P
S
O
E
の
善
戦

ブ
ラ
ン
コ
体
制
崩
壊
後
に
初
め
て
民
主
的
な
手
続
を
踏
ん
で
行
わ
れ
た
一
九
七
七
年
の
「
出
発
選
戦
」
で
は
、
巨
額
の
政
府
資
金
を
意

の
ま
ま
に
動
か
す
ス
ア
レ
ス
を
敵
に
ま
わ
し
て

P
S
O
E
は
善
戦
し
、
二
九
・
二
%
の
得
票
を
確
保
し
た
門
表
1
Y
こ
の
得
票
率
は
、
三

四
・
七
%
の

U
C
D
に
得
票
差
で
五
%
近
く
ま
で
迫
る
も
の
で
あ
り
、
選
挙
準
備
期
間
の
短
さ
と
、

p
s
o
Eの
組
織
的
弱
点
、
競
合
政

党

(
P
C
E
)
の
出
現
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
諸
要
因
を
考
議
す
れ
ば
、
大
き
な
成
功
と
解
さ
れ
、

P
S
O
E
は
野
党
第
一
党
と
し
て
の

地
位
を
確
固
た
る
も
の
に
し
た
。
四

0
年
聞
に
及
ぶ
独
裁
制
崩
壊
の
後
に
初
め
て
民
主
的
に
選
出
さ
れ
た
議
会
に
参
加
す
る
こ
と
、

と
り

わ
け
、
予
想
さ
れ
る
新
憲
法
の
草
案
作
成
に
関
し
て
、

P
S
O
E
が
い
か
な
る
立
場
を
と
る
べ
き
か
、
党
内
の
議
論
は
白
熱
し
た
。
党
の

再
活
性
化
、
議
会
制
民
主
主
義
へ
の
急
速
な
移
行
、

そ
し
て
「
出
発
選
挙
」
に
お
け
る
党
の
躍
進
と
い
う
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
結
合
し
て
、

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

一



スペイン主要政党の選挙実績 (1977-1986)表 1

1986.6 1982.10 1979.3 1977.6 

議席% 議席得票% 議席得票% 議席得票% 得票政党

12 7.1 1494 165 6228 34.63 168 630934.7 UCD 

184 202 8887 44.0 121 10127 48.4 118 5469 30.0 5240 29.2 PSOE 

7 4.6 930 4 4.1 865 23 20 1911 10.5 9.2 1655 PCE 

一一一一一

105 

19 

P
S
O
E内
部
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
立
が
先
鋭
化
し
た
。
多
数
派

106 5245 26.0 

の
支
持
を
背
景
と
す
る

P
S
O
E
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
「
出
発
選

9.2 

挙
」
の
結
果
を
、
四

0
年
間
の
権
威
主
義
支
配
の
終
鷲
と
し
て
高
く

2 1862 

評
価
し
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
展
望
に
関
し
て
当

時
の
ス
ペ
イ
ン
で
徐
々
に
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
不
安
が
、
ゴ
ン
サ
レ

5478 26.2 

2.9 

ス
指
導
下
の

P
S
O
E
の
穏
健
化
を
促
し
た
。
恒
常
化
す
る
テ
ロ
リ

604 

ズ
ム
へ
の
恐
怖
と
経
済
の
混
乱
は
、

エ
リ
ー
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
政

9 

党
間
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
形
成
の
必
要
性
を
高
め
て
い
た
。
こ
の
状
況

で
P
S
O
E
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
着
を
自
ら
の
急
務
と
し
て
認

5.8 

識
し
、
権
威
主
義
支
配
へ
の
退
行
を
、

な
ん
と
し
て
も
西
避
し
な
け

16 1067 

れ
ば
な
ら
な
い
最
重
要
問
題
に
設
定
し
た
。

8.3 

一
九
七
七
年
の
第
一
回
選
挙
を
経
て
、

ス
ペ
イ
ン
政
治
は
、
大
き

1503 

な
変
貌
を
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
。
選
挙
結
果
は
、
自
体
制
が
い
か

に
国
民
の
支
持
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
を
も
の
が
た
る
と
同
時
に
、

AP 

CDS 

選
挙
民
の
大
多
数
が
、
協
定
を
通
じ
た
確
実
な
民
主
化
と
コ
ン
セ
ン

サ
ス
に
基
づ
い
た
憲
法
の
起
草
を
め
ざ
す
中
道
も
し
く
は
穏
健
な
政



党
を
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
目
。
議
会
は
、
民
主
的
シ
ス
テ
ム
を
制
度
化
す
る
た
め
の
主
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
0

フ
ラ
ン
コ
体
制
の
崩
壊
は
、
ス
ペ
イ
ン
政
治
社
会
か
ら
、
す
べ
て
の
権
威
主
義
的
痕
跡
を
一
一
瞬
に
し
て
消
し
去
っ
た
わ
ザ
で
は
な
か
っ
た
。

ブ
ラ
ン
コ
独
裁
と
も
っ
と
も
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
諸
制
度
1
1
1
す
な
わ
ち
、
「
運
動
」
や
垂
直
的
労
働
組
合
な
ど

l
iは、

ブ
ラ
ン
コ

の
死
と
と
も
に
消
失
し
た
が
、
軍
隊
、
警
察
お
よ
び
行
政
部
は
、

ほ
と
ん
ど
無
傷
の
ま
ま
生
き
残
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
議

会
は
、
民
主
的
に
組
織
さ
れ
民
主
化
へ
の
人
々
の
熱
望
を
は
ぐ
く
み
う
る
、
唯
一
の
国
家
機
関
と
な
っ
た
。

最
大
の
争
点
は
、
諸
制
度
を
ど
の
よ
う
に
民
主
化
す
る
か
、
ま
た
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
実
行
に
移
す
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
実
際
に
議
会
シ
ス
テ
ム
を
い
か
な
る
も
の
に
す
る
の
か
、
そ
し
て
、
国
家
の
集
権
性
と
地
方
の
自
簿
性
を
ど
う
調
整
す
る
の
か
、

と
い
っ
た
根
本
的
な
開
題
を
対
象
と
し
て
い
た
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
民
主
政
を
定
着
さ
せ
う
る
唯
一
の
道
は
、
異
な
っ
た
ス
タ
ン
ス
に

立
つ
政
治
集
団
の
間
で
、
議
会
を
通
じ
た
交
渉
を
進
め
、

そ
れ
に
よ
っ
て
、

か
つ
て
は
様
々
な
政
治
的
オ
i
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
の
間
で
一
般

的
合
意
を
欠
い
て
い
た
た
め
に
解
消
さ
れ
な
か
っ
た
対
立
を
、
な
ん
と
か
緩
和
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
政
党
リ
ー
ダ
ー
達
は
、
第
二
共
和

制
崩
壊
の
記
櫨
を
呼
び
起
こ
し
、
同
じ
轍
を
二
度
踏
ま
な
い
た
め
に
は
、

て
い
た
。

コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
い
た
戦
略
に
頼
る
し
か
な
い
と
判
断
し

協
定
が
と
り
か
わ
さ
れ
る
に
至
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
、
こ
の
グ

I
ム
に
参
加
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
組
織
上
の
弱
点
を
考
慮

す
る
と
理
解
し
や
す
い
。
出
体
制
指
導
部
出
身
で
改
革
派
の
ス
ア
レ
ス
率
い
る

U
C
D
は
、
あ
ら
ゆ
る
民
主
的
改
革
を
断
国
臨
止
し
よ
う

と
も
く
ろ
む
旧
体
制
エ
リ
ー
ト
の
タ
カ
派
的
分
派
を
弱
体
化
さ
せ
る
た
め
に
、
反
対
勢
力
と
の
協
定
の
締
結
を
必
要
と
し
て
い
た
。
タ
カ

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

一
一一一一



四

派
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
は
、

ス
ペ
イ
ン
国
民
の
大
多
数
が
民
主
化
を
切
望
し
て
い
る
こ
と
を
説
得
的
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

一
方
、
民
主
的
反
対
勢
力
は
、
民
主
化
の
推
進
へ
の
国
民
の
支
持
以
外
に
頼
る
べ
き
も
の
を
持
た
な
か
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

政
党
は
、
独
裁
制
崩
壊
直
後
で
未
だ
充
分
に
再
組
織
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
労
働
組
合
も
、
組
合
員
数
が
極
め
て
摂
定
的
な
状
態
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
経
営
者
団
体
も
、
組
織
的
活
動
の
再
開
へ
向
け
て
、

よ
う
や
く
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
民
主

政
の
実
現
を
意
図
す
る
あ
ら
ゆ
る
勢
力
に
と
っ
て
、
議
会
が
唯
一
の
結
束
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
〈
一
九
七
七
年
)
の
締
結

ゴ
ン
サ
レ
ス
ら
は
、
議
会
制
民
主
主
義
の
定
着
と
憲
法
の
起
草
を
党
の
最
優
先
課
題
と
し
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
、

ス
ペ
イ
ン
が
直
面

す
る
最
も
困
難
な
問
題
は
交
渉
を
通
じ
て
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
判
断
し
た
。

一
九
七
七
年
一

O
月、

P
S
O
E
リ
i
ダ
l

た
ち
は
、

モ
ン
ク
ロ
ア
宮
殿
に
お
い
て
、
他
の
主
要
政
党
と
の
開
の
広
範
な
政
治
経
済
協
定
に
署
名
し
た
。
こ
れ
が
有
名
な
「
モ
ン
ク
ロ

ア
協
定
(
司

R
吉
田
母
}
山
富
。
5
Z
ω
)
」
で
あ
る
。

「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
は
、
労
働
組
合
や
経
営
者
団
体
な
ど
の
利
益
集
団
の
代
表
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
議
会
の
政
党
リ
ー
ダ
ー
達
に

よ
っ
て
調
印
さ
れ
泊
。
「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
は
、
ブ
ラ
ン
コ
体
制
末
期
の
麻
捧
的
状
況
下
で
は
見
過
ご
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
経
済
危
機

に
対
す
る
は
じ
め
て
の
現
実
的
対
応
で
あ
っ
た
。
協
定
に
は
、
緊
縮
措
置
が
含
ま
れ
る
と
問
時
に
、
民
主
政
の
進
展
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

が
、
労
働
者
・
国
民
の
忍
耐
に
対
す
る
代
償
と
し
て
約
束
さ
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
間
協
定
は
、
出
版
、
政
府
機
密
、
国
営
報
道
諸
機
関
、

集
会
お
よ
び
政
治
的
結
社
の
諸
権
利
に
関
す
る
改
革
を
含
ん
で
お
り
、
ま
た
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
向
上
さ
せ
る
目
的
か
ら
、
金
融
・
財
政
・



賃
金
の
諸
措
置
の
立
法
化
お
よ
び
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
の
改
善
が
約
さ
れ
て
い
た
。

新
憲
法
と
議
会
の
役
割

同
様
に
、
憲
法
に
関
し
て
も
、
当
初
は
左
右
の
対
立
が
み
ら
れ
た
も
の
の
、

P
S
O
E
と
U
C
D
は
、
最
も
難
し
い
争
点
を
「
コ
ン
セ

ン
ソ

(gロ
話
器
。
)
」
の
形
成
を
通
じ
て
交
渉
し
て
い
っ
た
。

P
S
O
E
は
、
憲
法
に
関
す
る
交
渉
に
お
い
て
、

一
連
の
複
雑
な
「
妥
協
」

い
く
つ
か
の
具
体
的
な
収
穫
を
得
て
い
た
。
新
憲
法
の
制
定
は
、
自
由
市

場
経
済
を
憲
法
に
規
定
す
る
こ
と
へ
の

P
S
O
E
に
よ
る
同
意
が
な
け
れ
ば
、
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

を
経
て
国
家
の
市
場
介
入
の
権
利
の
規
定
を
は
じ
め
と
す
る
、

敵
対
す
る
諸
政
党
が
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、

い
く
つ
か
の
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。
第
一
の
工
夫
は
、
何
が
争
点
と

な
る
べ
き
か
を
絞
り
込
む
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
政
党
間
の
妥
協
が
な
け
れ
ば
衝
突
が
不
可
避
で
あ
る
と
予
謝
さ
れ
る
問
題
に
関
し

て
、
譲
歩
が
可
能
な
諸
点
を
な
ん
と
か
見
つ
け
出
し
、

一
致
点
を
強
調
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
第
二
に
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
ヘ
ム
向
け

た
手
続
き
に
関
し
て
も
い
く
つ
か
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
、
新
憲
法
の
内
容
を
め
ぐ
る
政
党
間
討
議
の
参
加
者
数
を
限
定
し
、

少
数
の
議
会
メ
ン
バ
ー
の
み
で
話
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
コ
ン
セ
ン
サ
ス
へ
の
到
達
を
容
易
に
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
。
各
政
党
の
代

表

(
U
C
D
の
代
表
の
み
が
三
名
で
、
他
の
政
党
の
代
表
は
各
一
名
)
か
ら
構
成
さ
れ
る
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
な
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
そ
の

委
員
会
が
新
憲
法
の
草
案
を
作
成
す
る
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
政
党
か
ら
合
意
を
と
り
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
全
権
限

を
委
託
さ
れ
た
、
こ
の
比
較
的
小
人
数
の
各
党
代
表
者
に
よ
る
私
的
な
交
渉
は
、
あ
り
う
べ
き
不
一
致
を
回
避
す
る
最
も
有
効
な
方
法
と

な
っ
て
い
た
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニヱ五



二
二
六

最
も
重
要
な
問
題
は
、
新
し
い
ス
ペ
イ
ン
が
、

い
か
な
る
議
会
制
モ
デ
ル
を
選
択
す
る
か
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
権
威
主
義
体
制

崩
壊
産
後
の
時
期
に
は
、

U
C
D
と
A
P
が
連
合
を
組
み
議
会
の
安
定
多
数
を
確
保
し
て
、
民
主
化
過
程
に
歯
止
め
を
か
け
る
可
能
性
も

U
C
D
と
A
P
の
在
翼
連
合
が
議
席
の
過
半
数
を
獲
得
す
る

否
定
で
き
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
は
、

可
能
性
を
打
ち
砕
き
、
逆
に
、

P
S
O
E
と
U
C
D
と
の
簡
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
ご
と
に
他
の
諸
政
党
か
ら
の
支
持
を
あ
お
ぎ
な
が
ら
、

合
意
に
こ
ぎ
つ
け
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。

U
C
D
と
A
P
は
、
立
法
府
は
単
に
も
う
一
つ
の
国
家
機
関
に
す
ぎ
ず
、
行
政
府
に
従
麗

す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
の
立
場
を
と
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

P
S
O
E
と
P
C
E
は
、
議
会
主
権
の
原
則
の
も
と
に
、
立
法
府
こ

そ
が
中
心
に
捉
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
の
困
難
な
状
況
で
、
全
国
政
党
と
地
域
政
党
、
あ
る
い
は
、
大
政
党
と
小
政
党

の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
調
整
す
る
か
と
い
う
、
左
翼
と
右
翼
の
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
亀
裂
を
横
断
す
る
よ
う
な
争
点
を
も
り
こ
む
こ
と

に
よ
っ
て
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
作
戦
は
、
特
に

U
C
D
と
P
S
O
E
に
共
通
の
基
盤
を
提
供
す
る
も
の
で
あ

り
、
他
の
政
党
も
、
争
点
ご
と
に
程
度
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
総
じ
て
統
合
の
方
向
を
め
ざ
し
て
い
た
。
議
会
の
制
度
化
を
推
進
し
た
の

は
、
単
一
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
で
は
な
く
、
現
実
に
は
、
憲
法
の
個
別
の
問
題
ご
と
に
多
種
多
様
な
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
、
各
政
党
の
希
望
が
、
少
な
く
と
も
部
分
的
に
は
叶
え
ら
れ
る
と
い
う
成
果
を
も
た
ら
し
討
。

民
主
的
シ
ス
テ
ム
を
安
定
化
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
当
時
の
ス
ペ
イ
ン
の
状
況
は
、
統
治
能
力
の
強
化
が
急
務
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
た
。
現
状
が
変
化
し
な
い
限
り
は
議
会
の
過
半
数
を
制
す
る
多
数
派
に
は
な
り
え
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
ス
ア
レ
ス

の
少
数
派
政
府
と

P
S
O
E
は
と
も
に
、
政
府
を
議
会
の
危
機
か
ら
守
る
た
め
に
、
二
大
政
党
の
概
念
に
基
づ
い
た
議
会
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
共
通
の
利
益
を
み
い
だ
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
当
初
は

A
P
が
提
案
し
て
い
た
小
選
挙
区
制
を
支
持
す
る
と
予
想
さ
れ
て
い
た

U



C
D
は
、
最
終
的
に
は

P
S
O
E
に
向
調
し
、
名
目
上
は
比
例
代
表
制
で
は
あ
る
が
実
質
的
に
は
二
大
政
党
に
極
端
に
有
利
に
作
用
す
る

選
挙
シ
ス
テ
ム
を
選
択
し
凶
。
こ
の
結
果
、
ス
ペ
イ
ン
の
政
党
制
は
、
二
党
制
に
極
め
て
近
い
も
の
と
な
り
、
政
治
的
争
点
は
、
対
照
的

と
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

な
オ
l
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
が
ニ
つ
存
在
す
る
場
合
に
の
み
解
決
が
容
易
と
な
る
、

し
か
し
、
「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
へ
の
参
加
と
憲
法
に
関
す
る

U
C
D
と
の
「
コ
ン
セ
ン
ソ
」
は
、

P
S
O
E内
部
か
ら
の
批
判
を
招
か

ず
に
は
終
わ
ら
な
か
っ
た
。
特
に
、
党
内
分
派
「
セ
ク
ト
l
ル
・
ク
リ
テ
イ
コ
(
由
0
2
2
Q患
の
。
)
」
に
よ
る

P
S
O
E指
導
部
批
判
は
、

と
り
わ
砂
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
派
は
、
政
治
エ
リ
ー
ト
の
み
に
よ
る
政
党
間
協
定
は
労
働
者
に
不
利
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

P

S
O
E
は
選
挙
の
票
か
せ
ぎ
に
専
心
す
る
あ
ま
り
、
本
来
の
支
持
基
盤
で
あ
る
労
働
大
衆
の
利
益
を
犠
牲
に
し
て
い
る
、

と
批
判
し
、
ゴ

ン
サ
レ
ス
個
人
の
政
治
的
手
腕
へ
の
依
存
が
徐
々
に
濃
厚
に
な
る
「
フ
ェ
リ
ピ
ス
モ
(
明
。

-eぽ
自
己
」
現
象
を
告
発
し
た
。
し
か
し
、
「
セ

ク
ト
l
ル
・
ク
リ
テ
イ
コ
」
の
主
要
メ
ン
バ
ー
は
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
を
含
む
か
つ
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
若
手
リ
ー
ダ
ー
を
右
か
ら
批
判
し

て
い
た
パ
プ
ロ
・
カ
ス
テ
ジ
ャ

l
ノ
ら
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
彼
ら
は
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
指
導
部
に
よ
る
穏
健
化
を
、
党
内
右
派
の
主
張

を
結
局
は
取
り
入
れ
た
結
果
で
あ
る
と
解
釈
し
、

P
S
O
E
の
社
会
民
主
主
義
化
は
、
民
主
化
を
実
現
す
る
た
め
に
ス
ペ
イ
ン
左
翼
が
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
代
償
で
あ
る
と
主
張
し
的
。

ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
と

P
S
O
E
の
穏
健
化

P
S
O
E
の
穏
健
化
は
、
体
制
側
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
に
対
す
る
、
最
も
合
理
的
な
対
応
と
し
て
進
め
ら
れ
た
。

P
S
O
E
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
移
行
の
可
能
性
が
増
大
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
民
主
化
の
先
行
き
が
未
だ
危
ぶ
ま
れ
て
い
た
時
に
選

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニ
二
七



二
二
八

択
さ
れ
た
第
二
七
回
党
大
会
の
急
進
路
線
を
な
し
く
ず
し
に
放
棄
し
、
現
実
路
線
へ
の
シ
フ
ト
を
次
第
に
明
確
に
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ

け

一
九
七
七
年
以
降
は
、
選
挙
で
勝
つ
こ
と
が
最
重
要
課
題
に
設
定
さ
れ
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
と
の
た
め
の
現
実
主
義
的
戦
略
を
推
進

し
た
。
特
に
、

U
C
D内
部
諸
勢
力
の
足
並
み
が
徐
々
に
乱
れ
、

U
C
D
が
国
民
の
信
頼
を
失
い
は
じ
め
る
と
、

P
S
O
E指
導
部
は

U

C
D
の
票
を
自
ら
の
も
の
と
す
る
た
め
に
、
固
有
化
政
策
の
主
張
を
撤
回
す
る
な
ど
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
色
を
極
力
薄
め
、

い
っ
そ
う
の
穏

健
化
に
つ
と
め
た
。
も
っ
と
も
、
労
働
者
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
よ
り
も
、
選
挙
に
勝
つ
た
め
の
ロ
ジ
ッ
ク
を
優
先
す
る
一
方
で
、
労
働

者
主
義
と
完
全
に
決
別
す
る
こ
と
も
な
く
、
労
働
者
か
ら
の
支
持
は
あ
い
か
わ
ら
ず

P
S
O
E
に
と
っ
て
の
重
要
な
基
盤
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

一
九
七
七
1

七
八
年
の

P
S
O
E
の
穏
健
な
歩
み
は
、

一
方
で

P
S
O
E
に
大
き
な
コ
ス
ト
を
諜
す
も
の
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、

ス
ペ
イ
ン
の
新
憲
法
を
進
歩
的
な
性
質
の
も
の
に
す
る
成
果
を
あ
げ
た
、

と
P
S
O
E
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
判
断
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加
え

て、

一
九
七
八
年
四
月
、
テ
ィ
エ
ル
ノ
・
ガ
ル
パ
ン

(
d
qき
の
包
〈
自
)
率
い
る
人
民
社
会
党
(
句

mSE。
印
。
包
丘
町

Z
P
}匂
巳

R
p 
s 

P
)
を
統
合
し
て
組
織
力
を
強
化
し
た

P
S
O
E
は
、
次
期
選
挙
に
お
け
る
勝
利
の
可
能
性
を
現
実
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、

ス
ア
レ
ス
首
相
は
、
予
定
さ
れ
て
い
た
自
治
体
選
挙
よ
り
以
前
の
一
九
七
九
年
一
一
一
月
に
総
選
挙
を
招
集
す
る
と
い
う

奇
策
に
打
っ
て
出
た
た
め
、
出
し
抜
か
れ
た

P
S
O
E
は
総
選
挙
で
守
勢
に
ま
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

5 

P
S
O
E
の
デ
ィ
レ
ン
マ

l
l労
働
者
主
義
か
ら
中
間
居
の
取
り
込
み
へ
!
!

ス
ペ
イ
ン
社
会
に
新
中
間
層
が
登
場
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
議
論
に
強
く
影
響
さ
れ
た
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
既
に
一
九
七
六
年
夏
の
時
点
で
、



P
S
O
E
が
労
働
者
階
級
の
み
を
対
照
と
し
た
政
党
に
は
な
り
え
な
い
、
と
い
う
見
解
を
表
明
し
て
い
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、
十

九
世
紀
的
な
意
味
で
の
同
質
的
な
労
働
者
階
級
は
既
に
存
在
し
な
い
以
上
、

p
s
o
Eは
、
す
べ
て
の
抑
圧
さ
れ
た
人
々
を
代
表
す
る
政

党
と
し
て
定
義
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

P
S
O
E
の
自
己
規
定
の
変
化
の
背
景
と
し
て
、
「
労
働
者
主
義
(
。
官
耳
目
印
言
。
)
」
に
過

度
に
依
存
す
る
の
は
選
挙
戦
略
上
、
危
険
で
あ
り
、
党
の
地
位
を
確
固
と
し
た
も
の
と
す
る
た
め
に
支
持
基
盤
を
中
間
層

(nU括的

go弘
山
知
的
)
を
中
心
に
強
化
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

P
S
O
E
は
、
社
会
に
お
い
て
支
配
さ
れ
搾
取
さ
れ
て
い
る
す

は
、
そ
れ
ら
潜
在
的
支
持
層
の
票
を
引
き
付
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

べ
て
の
セ
ク
タ
ー
か
ら
な
る
階
級
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
単
な
る
従
来
ど
お
り
の
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
ア
ピ
ー
ル
の
み
で

と
い
〉
つ
。

P
S
O
E
は
、
社
会
主
義
的
主
張
を
和
ら
げ
、

か
わ
り
に
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
個
人
的
魅
力
を
強
調
し
て
、
有
権
者
に
穏
健
な
政
党
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
衆
集
会
の
場
に
お
い
て
は
、
伝
統
的
な
労
働
者
政
党
と
し
て
自
ら
を
定
義
し
て
い
た
。

p
s
o

E
の
選
挙
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、
「
社
会
主
義
は
自
由
だ

(ωREugog--Z3ω
門
戸
)
」
で
あ
り
、
選
挙
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
多
元
的
杜
会

を
追
求
す
る
党
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

P
S
O
E
は
自
ら
を
、
労
働
者
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
、
公
務
員
、
小
農
場
・

小
企
業
所
有
者
の
政
党
と
し
て
位
置
づ
げ
る
と
同
時
に
、

P
S
O
E
は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
鍵
」
で
あ
り
、
改
革
を
通
じ
て
よ
り
平
等
な
社

会
の
出
現
を
め
ざ
す
党
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
他
方
に
お
い
て
、
過
去
一
世
紀
を
通
じ
て
労
働
者
の
利
益
を
擁
護
し
て
き
た
政
党

と
し
て
の
自
ら
の
意
義
づ
け
も
、
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

ニニ九



二
三

O

七
九
年
選
挙
の
苦
戦
と
二
八
回
大
会

一
九
七
九
年
選
挙
で
の

P
S
O
E
は
、
七
七
年
選
挙
と
比
較
す
る
と
は
る
か
に
苦
し
い
選
挙
戦
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

P
S
O
E
が
か
か
げ
て
い
た
革
新
的
な
党
綱
領
は
、

U
C
D
か
ら
の
格
好
の
攻
撃
対
象
と
さ
れ
、
ま
た
一
方
で
、

P
S
O
E
の
穏
健
化
は

P
C
E
か
ら
の
激
し
い
批
判
を
生
ん
だ
。
こ
の
革
新
と
穏
健
化
の
二
面
性
は
、
時
と
し
て
、

P
S
O
E党
員
自
ら
に
よ
る
矛
盾
し
た
言
動

を
生
み
、

p
s
o
E
へ
の
選
挙
民
の
信
頼
を
揺
る
が
せ
た
。
こ
の
た
め
一
九
七
九
年
選
挙
は
、

P
S
O
E
に
よ
る
過
半
数
獲
得
と
は
ほ
ど

遠
い
結
果
に
終
わ
っ
た
。
前
回
は

P
S
O
E
が
優
勢
を
ほ
こ
っ
た
地
区
で
の
棄
権
率
が
高
く
、
こ
の
こ
と
は
、

P
S
O
E
の
穏
健
な
経
諦

政
策
に
対
す
る
懲
罰
票

(gg円
凶
作

g弘
首
O
)

と
解
釈
さ
れ
た
。
ま
た
、
バ
ス
ク
や
ア
ン
ダ
ル
シ
ア
で
の
地
域
政
党
の
活
躍
が
、

p
s
o

E
の
活
動
範
囲
を
縮
小
す
る
効
果
を
及
ぼ
し
た
。

こ
の
選
挙
結
果
は
明
ら
か
に
、

P
S
O
E
に
対
す
る
労
働
者
と
地
方
の
不
満
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

P
S
O
E
の
プ

レ
イ
ン
は
、
中
道
有
権
者
を
さ
ら
に
取
り
込
む
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
、
左
に
向
か
っ
て
脆
弱
な

U
C
D
か
ら
票
を
奪
う
こ
と
を
当
面
の

目
標
と
し
て
設
定
し
た
。
過
半
数
を
獲
得
し
な
げ
れ
ば
、

い
か
な
る
民
主
的
な
社
会
改
革
も
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
ゴ
ン
サ
レ
ス

も
こ
の
戦
略
に
同
調
し
、
過
半
数
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、
従
来
よ
り
も
も
っ
と
広
い
膚
を
吸
収
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

一
九
七
九
年
五
月
の
第
二
八
回
党
大
会
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
と
し
て
開
催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
八
回
大
会
で
は
、
そ
れ
ま
で
党
の
内
部
結
束
を
阻
ん
で
き
た
三
つ
の
争
点
の
決
着
が
求
め
ら
れ
た
。
第
一
の
争
点
は
、
イ
デ
オ
ロ



ギ
ー
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

一
九
七
八
年
に
ゴ
ン
サ
レ
ス
が
、
党
規
約
か
ら
「
マ
ル
ク
ス
主
義
」
と
い
う
こ
と
ば
を
削
除
す
る
意
向

を
明
ら
か
に
し
て
以
来
、

P
S
O
E
が
マ
ル
ク
ス
主
義
を
維
持
す
る
の
か
非
マ
ル
ク
ス
主
義
政
党
に
変
質
す
る
の
か
が
主
要
な
党
内
論
議

に
な
っ
て
い
た
。
第
二
の
争
点
は
、
党
組
織
の
問
題
で
あ
っ
た
。

セ
ク
ト
l
ル
・
ク
リ
テ
イ
コ
は
、
党
内
比
例
代
表
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

主
張
し
て
い
た
。
第
一
一
一
に
問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
連
合
戦
略
で
あ
っ
た
。
ク
リ
テ
イ
コ
派
は
、

P
C
E
と
と
も
に
左
翼
フ
ロ
ン
ト
を
形
成

ず
る
こ
と
を
提
唱
し
て
い
た
。

P
S
O
R首
脳
陣
は
、
党
組
織
問
題
と
連
合
戦
略
に
関
し
て
は
、

ク
リ
テ
イ
コ
派
を
退
け
た
が
、
イ
デ
オ

ロ、ギ

l
問
題
に
関
す
る
主
導
権
を
掌
握
す
る
こ
と
は
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
が
主
張
し
て
い
た
「
社
会
ブ
ロ
ッ
ク
」
と
し
て

の
P
S
O
E
の
再
定
義
は
、
党
内
の
マ
ル
ク
ス
主
義
支
持
の
流
れ
の
な
か
で
立
ち
消
え
に
な
り
そ
う
な
気
配
を
見
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
加

え
て
、
大
統
領
候
補
と
し
て

P
S
O
E
が
推
薦
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
・
ペ
セ
ス
ー
パ
ル
パ
〈
の
吋
品
。
円
宮
市

R
g関
知
号

ω

)
の
敗
退
は
、

P
S
O
E
の
穏
健
化
政
策
と
選
挙
の
敗
北
に
対
す
る
批
判
の
表
れ
と
解
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、

P
S
O
E
は
一
階
級
だ
げ
で
は
な
く
多
く
の
社
会
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
社
会
改
革
へ
の
要
求
を
代
表
し

な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
の
歴
史
的
時
期
に
、
党
の
境
界
を
越
え
て
、
社
会
の
安
定
の
た
め
の
源
泉
と
な
る
必
要
が
あ
る
、

と
辞
任
の
リ
ス

ク
を
賭
げ
て
訴
え
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
に
よ
れ
ば
、

ス
ペ
イ
ン
は

P
S
O
E
が
政
党
と
し
て
成
熟
す
る
ま
で
十
年
も
待
つ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
賛
沢
な
状
況
に
は
な
く
、
変
革
と
い
う
重
大
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
は

P
S
O
E
を
お
い
て
他
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
戦
略
は
功
を
奏
し
、

一
九
七
九
年
九
月
の
臨
時
大
会
で
は
、
穏
健
派
八
五
・
九
%
、

ク
リ
テ
イ
コ
派
六
・
九
%
、

棄
権
七
・
二
%
と
い
う
大
差
で
ゴ
ン
サ
レ
ス
指
導
部
へ
の
支
持
が
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
臨
時
大
会
以
降
、

セ
ク
ト
i
ル
・
ク

リ
テ
イ
コ
は
勢
力
そ
失
い
、
党
内
権
力
の
掌
握
を
め
ざ
し
て
活
発
に
行
動
す
る
こ
と
は
な
く
な
る
が
、

一
九
八
一
年
一
一
月
に

P
S
O
E

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

一一一



一
一一ー
一

左
派
が
設
立
し
た
社
会
主
義
左
派
の
イ
ス
キ
エ
ル
ダ
・
ソ
シ
ァ
リ
ス
夕
日
昌
広

oammra丘町田
Z)
は
、
引
き
続
き
ゴ
ン
サ
レ
ス
派
(
ブ
エ

リ
ビ
ス
タ
)
に
対
す
る
党
内
批
判
勢
力
と
し
て
存
続
す
る
。

八
一
年
ク
ー
デ
タ
未
遂

P
S
O
E
の
穏
健
化
を
さ
ら
に
決
定
的
に
し
た
の
は
、

、H，
ao円
。
)
に
よ
る
暴
力
的
な
国
会
乱
入
は
、
テ
レ
ビ
放
映
を
通
じ
て
ス
ペ
イ
ン
国
民
に
強
い
衝
撃
を
与
え
、
新
し
い
民
主
的
体
制
を
望
む
国

一
九
八
一
年
二
月
の
未
遂
ク
ー
デ
タ
で
あ
っ
た
。
テ
ヘ
ロ
中
佐
(
わ
♀
。

s-

民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、
軍
部
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
の
試
み
は
失
敗
し
た
も
の
の
、

P
A
S
O
 

せ
た
。
こ
の
よ
う
な
危
機
に
直
面
し
な
が
ら
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
穏
健
化
の
必
要
性
を
認
識
さ

P
S
O
E
指
導
部
は
、
逆
に
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
党
内
反
対
派
の
影
響
力
排
除
を
一
気

E
指
導
部
に
、
権
威
主
義
か
ら
民
主
政
へ
の
体
制
移
行
過
程
の
あ
や
う
さ
を
痛
感
さ
せ
、

に
敢
行
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、

一
九
七
九
年
選
挙
後
に
顕
著
化
し
て
き
た

U
C
D
の
内
部
対
立
に
乗
じ
て
、

U
C
D
左
派
に

投
じ
ら
れ
て
い
た
票
を

P
S
O
E
に
向
か
わ
せ
る
戦
略
に
打
っ
て
出
た
。

一
九
八
一
年
二
月
の
未
遂
ク
ー
デ
タ
は
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
も

の
の
、
主
要
政
党
の
基
本
政
策
を
軍
部
の
意
向
に
沿
う
も
の
に
変
え
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
充
分
な
成
果
を
あ
げ
た
。
こ
れ
は
、

U 

ス
ペ
イ
ン
の

N
A
T
O加
入
の
決
定
に
典
型
的
に
表
れ
て
い
た
。

P
S
O
E
は
、
軍
部
に
よ
る
政
権
掌
握
が
い
か
に

(
山
川
)

現
実
性
の
高
い
も
の
か
を
痛
感
し
、
軍
部
を
な
だ
め
る
た
め
に

U
C
D
と
協
調
関
係
を
保
つ
こ
と
が
得
策
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

C
D
政
府
に
よ
る
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
批
判
的
な
党
内
左
派
は
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
派
「
ブ
ェ
リ
ビ
ス
タ
」
が
、
有
権
者
の
当
面
の
利
援
に
迎

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
数
派
を
形
成
し
よ
う
と
す
る
戦
略
を
、
危
険
な
も
の
と
判
断
し
て
い
た
。
し
か
し
一
九
八
一
年
二
月
に
ク

l
デ



タ
が
図
ら
れ
た
た
め
、
こ
の
批
判
も
勢
い
を
失
う
こ
と
と
な
っ
た
。
権
威
主
義
体
制
へ
の
退
行
を
、
な
に
よ
り
も
函
避
す
べ
き
こ
と
と
し

一
九
八
二
年
選
挙
に
お
い
て

P
S
O
E
が
勝
利
を
お
さ
め
る
こ
と
が
民
主
政
の
発
展
に
と
っ
て
必

よ
り
現
実
的
か
つ
緊
急
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
新

て
認
識
す
る
こ
と
で
党
内
は
一
致
し
、

須
で
あ
る
と
い
う
主
張
は
、
社
会
主
義
的
目
標
の
追
求
よ
り
も
、

政
権
の
も
と
で
民
主
政
の
定
着
が
進
行
し
て
い
っ
た
時
期
に
お
い
で
さ
え
、
「
社
会
変
革
」
が

P
S
O
E
の
最
榎
先
議
題
に
の
ぼ
る
こ
と
は
、

つ
い
に
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

P
S
O
E
変
容
の
理
由

P
S
O
E
の
変
容
は
、

い
か
に
説
明
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
一
に
、

一
九
七
七
年
以
降
、

P
S
O
E
が
基
本
戦
略
を
議
会
の
過

半
数
制
覇
を
め
ざ
し
た
も
の
に
転
換
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
権
威
主
義
体
制
下
に
お
い
て
も
長
期
に
わ
た
っ
て
地
下
組
織
と
し
て
生

き
残
っ
た

P
C
E
が
近
い
将
来
に
政
権
に
就
く
可
能
性
が
絶
望
的
で
あ
る
の
と
は
異
な
り
、

p
s
o
E
は
選
挙
を
通
じ
た
政
権
獲
得
を
戦

略
的
に
追
求
す
る
政
党
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
、
ギ

i
上
の
矛
盾
を
他
党
に
追
及
さ
れ
敗
北
し
た
一
九
七
九
年
選
挙
の
後
に
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
が

推
進
し
た

P
S
O
E
の
穏
健
化
路
離
は
、

一
九
八
二
年
選
挙
で
の
勝
利
を
も
た
ら
す
よ
う
に
思
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、

ゴ
ン
サ
レ
ス
の

P
S
O
E
は
社
会
民
主
主
義
政
党
で
は
な
く
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
国
民
主
義
的
政
党
で
あ
る
と
い
う

見
解
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

ガ
ル
シ
ア
・
サ
ン
テ
ス
マ
セ
ス
は
、

一
九
七

0
年
代
後
半
の

P
S
O
E
の
路
線
転
換
を
、

マ
ル
ク
ス
主
義

た
め
の
「
民
主
的
改
革
主
義
」

か
ら
社
会
民
主
主
義
へ
の
シ
フ
ト
と
は
捉
え
ず
に
、
「
革
命
的
改
革
主
義
」
か
ら
、
ス
ペ
イ
ン
の
民
主
政
を
定
着
さ
せ
近
代
化
を
促
進
す
る

へ
の
変
化
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
て
は
相
対
的
に
孤
立
し
て
お
り
、

一
九
七

O
年

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

一一一一一一



二
三
四

代
と
い
う
世
界
経
済
の
下
降
局
面
に
民
主
化
を
よ
う
や
く
達
成
し
た
ス
ペ
イ
ン
は
、
民
主
政
へ
の
移
行
後
た
だ
ち
に
社
会
経
済
的
た
ち
お

く
れ
を
解
消
す
べ
く
、
近
代
化
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
っ

M
o
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
よ
り
北
の
諸
国
で
進
展
し
て
い
る
社
会
民
主
主
義

勢
力
に
よ
る
「
社
会
改
革
」
は
、

む
し
ろ
整
沢
な
目
標
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
た
。
現
実
に
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
非
競
争
的
生
産
構
造
に
先
端

的
科
学
技
術
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
経
済
を
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
水
準
」
ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

P
S
O
E
脱
社
会
主
義
化
の
要
因

P
S
O
E
が
社
会
主
義
路
線
か
ら
大
き
く
恭
離
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
ま
ず
、
移
行
直
後
の
新
体
制
を

安
定
化
さ
せ
る
た
め
に
、

P
S
O
E指
導
部
は
、
社
会
的
・
政
治
的
変
革
を
犠
牲
に
し
て
も
急
進
派
を
な
だ
め
る
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
。

一
九
八
一
年
二
月
に
ク
ー
デ
タ
未
遂
事
件
が
起
き
て
か
ら
は
、
急
進
的
左
派
も
指
導
部
へ
の
批
判
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
同
時
に
、

九
七

0
年
代
末
か
ら
八

0
年
代
初
期
に
か
け
て
の
経
済
危
機
も
、
こ
の
左
派
の
沈
黙
に
少
な
か
ら
ぬ
効
果
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
こ
れ
に
加

え
て
ス
ペ
イ
ン
経
済
は
、
投
資
、

て
い
た
。
こ
の
一
方
的
な
依
存
関
係
を
、
他
の
先
進
国
と
の
相
互
依
存
関
係
へ
と
変
え
て
ゆ
く
こ
と
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
貿
易
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
全
て
の
分
野
で
先
進
産
業
国
に
強
く
依
存
し

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
急
務
で
あ

る
と
判
断
し
た
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
商
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産
業
閣
の
政
策
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、

よ
り
保
守
的
な
道
を
選
択
し
た
。
す
な
わ
ち
、

当
時
流
行
し
て
い
た
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
経
済
政
策
を
採
用
し
、
金
融
お
よ
び
労
働
市
場
に
お
け
る
規
制
緩
和
へ
と
動
い
た
の
で
あ
る
。
ま

た
、
政
党
間
の
配
置
に
変
化
が
み
ら
れ
た
こ
と
も
、

P
S
O
E
の
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

壊
す
る
と
、

P
S
O
E
は
、
中
道
票
の
取
り
込
み
を
開
始
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
で
左
翼
が
低
迷
し
て
い
た
時
期
に
あ
っ
て
、
既
に
始

一
九
八

0
年
代
初
期
に

U
C
D
が
崩



をま
提つ
{共て
しい
てた
い P
た在 C
o E 
の
凋
落
は

P
S
O
E
が
中
道
票
の
獲
得
に
乗
り
出
し
て
も
左
派
の
票
を
失
う
こ
と
が
な
い
、

と
い
う
絶
好
の
環
境

6 

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
に
お
け
る
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
役
割

ス
ペ
イ
ン
の
民
主
化
を
特
色
づ
け
て
い
る
も
う
ひ
と
つ
の
側
面
は
、
国
家
機
関
お
よ
び
社
会
基
盤
を
強
力
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
巨
大

な
労
働
組
合
と
経
営
者
団
体
が
存
在
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
取
り
決
め
が
、
「
暗
黙
の
社
会
協
定

(
F
5
1
W芹
曲
。
忠
弘

H
V
R
Zと
と
も
い
う
べ
き
も
の
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
て
い
た
点
で
あ
る
。

七

0
年
代
に
世
界
経
済
を
襲
っ
た
石
油
危
機
は
、

ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
は
と
り
わ
げ
過
酷
な
も
の
で
あ
っ
た
。
七

0
年
代
半
ば
に
民
主

政
移
行
へ
の
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
産
業
構
造
は
未
だ
不
均
櫛
で
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
市
場
の
変
化
に
対
し
て
、

先
進
諸
国
に
く
ら
べ
る
と
、

き
わ
め
て
脆
弱
で
あ
っ
た
。

一
九
七
七
年
の
中
噴
ま
で
に
、
イ
ン
フ
レ
率
は
二
六
%
近
く
に
ま
で
遼
し
て
お

り
、
失
業
率
も
六
%
に
お
よ
ん
で
い
た
。

さ
ら
に
、
対
外
債
務
も
深
刻
化
し
、
政
府
は
、

い
か
な
る
政
策
が
最
善
か
を
判
断
す
る
う
え
で

大
き
な
困
難
に
直
面
し
た
。
す
な
わ
ち
、
民
主
政
へ
の
移
行
と
い
う
き
わ
め
て
微
妙
な
局
面
で
社
会
的
不
満
が
噴
出
す
る
か
も
し
れ
な
い

と
い
う
リ
ス
ク
を
か
け
て
も
、
厳
し
い
財
政
金
融
政
策
を
採
択
す
る
べ
き
な
の
か
、
あ
る
い
は
、
将
来
に
お
げ
る
イ
ン
フ
レ
率
の
改
善
を

見
込
ん
で
、
賃
上
げ
抑
制
や
調
整
を
含
む
労
働
者
と
の
交
渉
を
通
じ
た
漸
進
的
な
政
策
を
選
択
す
る
べ
き
な
の
か
の
決
断
が
迫
ら
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

U
C
D政
府
と
他
の
主
要
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
後
者
を
選
ん
だ
。
こ
の
戦
略
で
は
、
社
会
の
緊
張
を
短
期
的
に
減

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
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デ
ィ
レ
ン
マ
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スペインにおけるネオ・コーポラテイズム的協調 (1979-1986)

体、主ム意A 
口

表2

CEOE， UGT 1979 ABI (Acuerdo Basico Interconfederal) 

CEOE， UGT，USO 1980 AMI (Acuerdo Marco Interconfederal) 

CEOE， UGT. USO 1981 AMI (Acuerdo Marco Interconfed巴ral)

政府，CEOE， UGT， CCOO 1982 ANE (Acuerdo Nacional sobre el Emoleo) 

CEOE， UGT，CCOO 1983 AI (Acuerdo lntercondederal) 

政府， CEOE，UGT 1985 AES (Acuerdo Emonomico y Social) 

CEOE. UGT 1986 AES (Acuerdo Economico y Social) 

(出典)Jordi Estvill and Josep M. de la Hoz“Transition and Crisis: The 

Complexity of Spanish Industrial Relations" in Guido Baglioni and Colin 

Crouch， eds.， European lndustrial Relations (London: Sage， 1990) p. 267. 
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少
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
主
化
を
阻
む
数
々
の
障
害
に
対
処
す

る
た
め
の
時
間
を
か
せ
ぐ
こ
と
が
意
図
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
戦
略
は
、

経
営
側
と
労
働
組
合
の
同
意
を
得
て
、

一
連
の
社
会
協
定
・
経
済
政

策
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
協
定
・
政
策
の
基
礎
は
、

国
家
と
経
営
者
団
体
と
労
働
組
合
の
関
の
交
渉
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

一
九
七
七
年
の
「
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
」
は
、
政
府
と
野
党
と
の

閣
で
結
ぼ
れ
た
協
定
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
政
治
的
協
定
の
実
質
的
な

た。内
容
は
、
資
本
主
義
に
対
す
る
労
働
者
の
向
意
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
一
般
的
に
は
、
移
行
過
程
を
経
る
に
つ
れ
て
、
民
主
化
を

推
進
す
る
原
動
力
は
、
初
期
の
政
党
か
ら
、
次
第
に
利
益
集
団
へ
と

そ
の
重
心
を
移
し
て
ゆ
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て

も
一
九
七
九
年
以
降
は
、
政
党
間
で
は
な
く
、
労
働
組
合
と
経
営
者

団
体
C
E
O
E
(打。
E
a
q仰
の
広
ロ
按
℃

ms。
宮
内
同
。
。
吋
ぬ
富
山
N
R
Zロ・

。
由
開
自
℃
吋
命
的
司
王

g)
の
閣
の
、
よ
り
直
接
的
な
交
渉
が
次
々
と
な
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
{
表
2
】
。
こ
れ
ら
の
協
定
は
賃
金
政
策
を
そ
の

主
要
目
的
と
し
て
お
り
、
同
時
に
、
労
使
関
係
お
よ
び
労
働
組
合
の



行
動
に
制
度
的
枠
組
を
確
立
す
る
こ
と
を
狙
い
に
し
て
い
た
。
と
の
意
味
で
、

八
0
年
代
の
協
定
の
内
容
は
、
実
質
的
に
は
賃
金
政
策
で

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
が
、
野
党
や
他
の
利
益
集
団
な
ど
の
協
定
の
当
事
者
以
外

の
ア
ク
タ
ー
に
よ
る
一
連
の
交
渉
や
合
意
を
も
も
た
ら
し
、
そ
の
範
囲
が
金
融
財
政
政
策
の
分
野
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
協
定
は
、
労
働
組
合
と
経
営
者
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
主
要
政
治
勢
力
を
巻
き
込
み
、
そ
の
内
容
も
、

単
な
る
賃
金
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
社
会
・
経
済
政
策
の
全
領
域
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
経
済
協
定
の
核
心
部

分
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、
「
交
換
」
で
あ
っ
た
。
賃
上
げ
要
求
の
緩
和
と
引
き
換
え
に
、
徐
々
に
イ
ン
フ
レ
を
克
服
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
金
融
政
策
が
採
択
さ
れ
た
。

こ
の
時
期
の
ス
ペ
イ
ン
の
経
験
は
、
ネ
オ
・
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
な
特
色
を
有
し
て
い
た
。
ま
ず
第
一
に
、
国
家
と
頂
上
利
益
集
団

が
ス
ペ
イ
ン
資
本
主
義
経
済
の
主
要
争
点
に
関
し
て
、
正
式
な
合
意
を
取
り
結
ぶ
と
い
う
協
調
的
社
会
経
済
政
策
の
パ
タ
ー
ン
が
と
ら
れ

て
お
り
、
第
二
に
、
利
益
集
団
の
制
度
化
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
利
益
を
実
質
的
に
は
独
占
的
に
代
表
す
る
方
向
に
進
め

ら
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
経
営
者
団
体
の
ピ

i
ク
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る

C
E
O
E
は
、
ほ
ぽ
全
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
団
体
を
傘
下

に
お
さ
め
て
お
り
、
政
府
お
よ
び
労
働
組
合
と
の
交
渉
に
臨
む
際
に
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
経
営
者
の
大
多
数
を
代
表
し
て
い
る
。

一
方
、
社

会
契
約
に
参
画
し
て
い
る
二
大
労
働
組
合
U
G
T
と
C
C
O
Oは
、
組
合
組
織
率
自
体
は
低
く
、
全
賃
金
労
働
者
の
二

O
l三
O
%が
加

盟
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

C
C
O
O
と
U
G
T
は
、
労
働
組
合
選
挙
に
お
い
て
、
労
働
者
か
ら
実
に
八

O
%に
も
お
よ
ぶ
得

票
を
あ
げ
て
い
る
。

U
G
T
も
C
C
O
Oも
と
も
に
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
名
に
お
い
て
、
企
業
の
賃
金
水
準
の
決
定
に
署
名
し
、

に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
召
集
、
世
論
へ
の
圧
力
な
ど
の
労
働
者
の
集
団
的
行
動
に
決
定
的
な
影
響
力
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

さ
ら

ス
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化
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二
三
八

と
は
い
え
、
労
働
組
合
の
組
織
率
が
六
割
を
超
え
る
中
欧
・
北
欧
諸
国
の
典
型
的
な
ネ
オ
・
コ

1
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
パ
グ
ー
ン
と
比
較

す
る
と
、

ス
ペ
イ
ン
の
労
働
組
合
の
組
織
率
の
低
さ
は
異
例
で
あ
る
。
ま
た
ス
ペ
イ
ン
で
は
、
利
益
集
団
と
し
て
の
労
働
組
合
が
強
大
な

パ
ワ
ー
を
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
契
約
を
通
じ
て
採
択
さ
れ
た
諸
政
策
の
有
効
性
は
高
い
水
準
に
保
た
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
労
働
組
合
が
組
織
的
に
強
く
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
策
が
比
較
的
有
効
に
働
い
て
い
る
と
い
う
事
実
の
背
後
に
は
、
こ

の
時
期
の
ス
ペ
イ
ン
に
固
有
の
要
因
が
作
用
し
て
い
た
。
ま
ず
第
一
に
指
摘
さ
れ
る
の
が
、
政
党
の
存
在
で
あ
る
。
協
定
は
、
そ
の
当
事

者
間
の
合
意
だ
け
で
は
な
く
政
党
に
よ
る
合
意
に
よ
っ
て
も
支
え
ら
れ
て
お
り
、
協
定
の
有
効
性
は
、
政
党
の
有
効
性
を
反
映
し
て
い
た
。

さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
合
意
が
市
民
社
会
に
及
ぼ
し
て
き
た
影
響
力
で
あ
る
。
ス
ペ
イ
ン
社
会
に
お
い
て
は
、
労
働
者
と

支
配
層
と
の
間
に
広
い
意
味
で
の
「
暗
黙
の
社
会
契
約
」
が
成
立
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
労
働
者
は
、
現
行
の
経
済

シ
ス
テ
ム
に
同
意
す
る
の
と
引
き
換
え
に
、
物
事
や
政
策
の
決
定
に
関
す
る
参
加
や
異
議
申
し
立
て
の
権
利
を
得
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

労
働
者
に
よ
る
資
本
主
義
経
済
へ
の
同
意
と
民
主
主
義
を
通
じ
た
政
治
参
加
が
同
時
に
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
暗
黙
の
契

よ
り
具
体
的
な
ネ
オ
・
コ

i
ボ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
諸
協
定
を
規
定
し
、
か
っ
、
下
か
ら
支
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
欧
・
北
欧
に

約
」
が
、

お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
巨
大
な
利
益
集
団
に
よ
る
メ
ン
バ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
ス
ペ
イ
ン
で
は
み
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
協
定
を
有
効
な
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ネ
オ
・
コ

l
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
諸
協
定
の
ニ
つ
の
効
果

ス
ペ
イ
ン
に
お
け
る
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
取
り
決
め
・
協
定
は
、
新
し
く
出
現
し
た
自
由
主
義
的
民
主
体
制
を
正
統
化
す
る

機
能
を
果
た
し
た
。
し
か
し
、

ス
ペ
イ
ン
の
事
例
の
よ
う
に
、
民
主
化
と
経
済
危
機
が
同
時
に
起
こ
っ
た
場
合
、
ネ
オ
・
コ

l
ポ
ラ
テ
イ



ズ
ム
が
経
済
シ
ス
テ
ム
に
与
え
る
影
響
は
、
よ
り
注
意
深
く
観
察
さ
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
は
、
二
つ
の
逆
方
向
の
作
用
が
認

め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

自
由
主
義
的
民
主
主
義
と
資
本
主
義
経
済
が
、
既
に
定
着
し
、
長
期
に
わ
た
っ
て
存
続
し
て
い
る
諸
国
に
お
い
て
は
、
市
場
経
済
は
所

与
の
も
の
と
し
て
正
統
性
を
確
立
し
て
い
る
。
し
か
し
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
に
、
西
欧
的
な
自
由
主
義
と
資
本
主
義
の
共
存
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
の
社
会
で
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
を
社
会
的
に
正
統
化
さ
せ
る
た
め
に
、
市
場
経
済
に
対
す
る
市
民
の
聞
の
集
合
的
合
意
の
形
成
が
急

務
と
な
る
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
社
会
契
約
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
市
場
経
済
の
正
統
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

民
主
政
へ
の
移
行
過
程
に
お
い
て
生
じ
た
最
も
大
き
な
変
化
の
一
つ
は
、
労
働
組
合
お
よ
び
労
働
者
自
ら
が
、
企
業
、
経
営
者
、

そ
し

て
経
済
シ
ス
テ
ム
そ
の
も
の
を
徐
々
に
認
め
、
正
統
性
を
与
え
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
他
の
先
進
国
の
労
働
者
同
様
に
、
ス
ペ
イ
ン
の

労
働
者
も
、
自
ら
の
慎
重
か
つ
合
理
的
な
判
断
に
基
づ
い
て
、
市
場
経
済
に
適
応
す
る
道
を
選
択
し
た
。
こ
の
労
働
者
の
間
で
生
じ
た
変

化
は
、
経
済
の
す
べ
て
の
領
域
に
お
け
る
、
社
会
契
約
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
交
渉
の
制
度
化
の
帰
結
と
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
同
時

に
こ
の
変
化
は
、
そ
れ
ら
の
交
渉
を
通
じ
て
労
働
者
が
獲
得
し
た
数
々
の
便
益
1
1
1賃
金
、
社
会
政
策
、
雇
用
の
保
障
と
い
っ
た
実
質
的

要
求
や
、
集
団
的
行
動
の
チ
ャ
ネ
ル
づ
く
り
、
企
業
内
の
労
働
組
合
の
地
位
確
立
を
含
む
意
志
決
定
過
程
へ
の
労
働
者
の
参
加
と
い
っ
た

手
続
き
上
の
要
求
が
充
足
さ
れ
た
こ
と

l
ー
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
変
化
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
一
九
七
九
年
以
降
、
す
な
わ
ち
一
連

の
社
会
契
約
が
交
捗
・
実
施
さ
れ
て
以
来
、
労
働
争
議
は
減
少
し
た
。
労
働
組
合
は
、
自
ら
協
定
を
取
り
結
ぶ
戦
略
を
選
択
し
、
労
働
者

の
要
求
を
穏
健
化
さ
せ
て
い
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
労
働
組
合
と
同
様
に
、
左
翼
政
党
の
穏
健
化
も
進
行
し
て
い
た
が
、

そ
れ
ら
の
変

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
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デ
ィ
レ
ン
マ
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スペイン労働組合選挙結果(労働組合代表比率)表3

1986% 1982% 1980% 1978% 

34.3 33.4 31.8 34.4 CCOO 

40.2 36.7 29.4 21. 7 UGT 

二
四

O

25.5 

化
は
、
単
な
る
組
織
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
変
化
に
と
ど
ま
ら
な

い
も
の
で
あ
っ
た
。
労
働
組
合
や
政
党
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
組
織

内
の
少
数
の
急
進
的
メ
ン
バ
ー
の
意
向
を
無
視
し
て
で
も
、
労
働
組

合
選
挙
、
総
選
挙
、
地
方
選
挙
に
お
い
て
投
票
者
の
大
多
数
の
感
槽

29.9 

や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変
化
に
自
ら
を
適
合
さ
せ
る
と
い
う
現
実

的
な
路
線
を
選
択
し
た
。
特
に
、
労
働
組
合
選
挙
で
は
、
穏
健
化
を

Juan Botella，“Spanish Communism in Crisis"， p. 75. 

一
九
七
三

推
進
し
て
い
た

U
G
T
が
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
ス
タ
ン
ス
を
と
り
続
け

38.8 

る
C
C
O
O
に
追
い
つ
き
、

つ
い
に
は
地
位
を
逆
転
さ
せ
る
に
至
つ

た
{
表
3
】。

協
定
が
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
安
定
と
市
場
経
済
の
定
着
に
と
っ
て

43.9 

果
た
し
た
役
割
は
重
大
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
一
方
で
協
定
は
、

ス
ペ
イ
ン
の
経
済
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
を

与
え
て
も
い
た
。
ス
ペ
イ
ン
で
実
践
さ
れ
た
一
連
の
協
定
は
、
「
政
治

的
交
換
」
と
み
な
さ
れ
る
。
労
働
者
は
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
政
策
、
労

その他

働
市
場
政
策
、
公
共
支
出
を
含
む
社
会
経
済
政
策
と
引
き
換
え
に
、

賃
金
政
策
と
労
使
紛
争
の
緩
和
を
約
束
し
た
。
し
か
し
、



W AGE TRENDS (percentage change) 

15.4 

13.4 

11.5 

9.6 

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

1988 1987 1986 1985 1984 1983 1982 

7.6 

1981 

ー
七
四
年
、

一
九
七
九
年
の
二
度
の
石
油
危
機
は
、

ス
ペ
イ
ン
経
済

に
過
酷
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。
ス
ペ
イ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
六

五
%
を
輸
入
石
油
に
依
存
し
て
お
り
、
原
油
価
格
の
高
騰
は
、

ス
ペ

イ
ン
経
済
に
深
刻
な
損
失
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、

投
資
水
準
と
一
雇
用
を
同
時
に
維
持
す
る
た
め
に
は
、
実
質
労
働
コ
ス

ト
を
削
減
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
質
賃
金
に
は
、
民
主

化
過
程
に
お
け
る
協
定
の
基
本
枠
組
と
し
て
拡
大
し
つ
づ
け
て
い
た

YEAR 

社
会
保
障
が
含
ま
れ
て
お
り
、
労
働
者
が
移
行
を
通
じ
て
自
ら
の
も

の
と
し
た
こ
れ
ら
の
便
益
を
即
刻
カ
ッ
ト
す
る
の
は
困
難
で
あ
っ

た
。
【
グ
ラ
フ
】

こ
れ
に
加
え
て
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
時
か
ら
既
に
み
ら
れ
た
労
働
市

場
に
お
け
る
規
制
は
、
新
体
制
に
な
っ
て
も
引
き
続
き
厳
し
く
、
経

営
者
が
新
規
雇
用
に
踏
み
切
る
の
は
、
き
わ
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
に
失
業
が
増
大
し
、
特
に
製
造
部
門
に
お
い
て
顕
著
と

な
っ
た
。
失
業
は
、
若
者
、
女
性
、
老
齢
者
に
集
中
し
、
彼
ら
は
地

下
経
済
に
収
入
源
を
求
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

四



スペインとヨーロッパOECD諸冨の公共部門表4

ヨーロツノ¥'OECDスペイン

42.0 24.6 1974-76 

45.2 32.1 1979-81 

48.5 40.4 1984-86 

二
回
二

う
な
失
業
問
題
に
対
し
て
、
公
共
部
門
が
果
た
し
た
役
割
は
限
定
的

な
も
の
で
あ
っ
た
。
公
共
部
門
そ
れ
自
体
は
拡
大
し
た
が
{
表
4
円

そ
の
増
加
分
の
ほ
と
ん
ど
は
、
失
業
手
当
、
社
会
保
障
、
年
金
と
い
っ

た
消
費
に
ま
わ
さ
れ
た
た
め
、
公
共
投
資
の
水
準
は
依
然
と
し
て
低

47.5 

く
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
。

40.6 

OECD Economic Surveys; Spain 1988/89. 

さ
ら
に
、
も
う
一
つ
の
協
定
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
効
果
と
し
て
、
産

業
再
興
、

子
ネ
ル
ギ
1
政
策
、

R
&
D
、
教
育
改
革
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
「
非
決
定
(
ロ
。
ロ
ム
吉
山
氏
。

E
)」
の
パ
タ
ー
ン
が
定
着
し
た

点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
協
定
が
社
会
の
パ
ワ

l
・
バ
ラ
ン
ス

の
均
衡
の
上
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
均
衡
を
崩
し
か
ね
な
い
こ
れ

ら
の
重
大
な
争
点
に
関
す
る
意
志
決
定
を
先
へ
先
へ
と
延
期
し
て
し

ま
っ
た
た
め
に
引
き
起
こ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
封
。

1987 

ス
ペ
イ
ン
に
お
げ
る
ネ
オ
・
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
の
経
験
は
、
コ
ー

ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
取
り
決
め
が
資
本
主
義
経
済
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す

る
た
め
に
の
み
作
用
し
て
い
る
と
い
う
議
船
が
、
必
ず
し
も
正
し
く



な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
の
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
協
定
は
、
一
方
で
市
場
経
済
を
確
立
し
て
そ
の
正
統
性
を
高
め
た
が
、

同
時
に
他
方
に
お
い
て
、
公
共
セ
ク
タ
ー
お
よ
び
既
に
雇
用
さ
れ
安
定
し
た
地
位
に
あ
る
民
間
部
門
の
労
働
者
に
の
み
有
利
に
働
く
こ
と

に
よ
っ
て
、

ス
ペ
イ
ン
経
済
を
脆
弱
化
す
る
効
果
を
も
及
ぼ
し
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て
、
投
資
予
測
は
落
ち
込
み
、
生
産
能
力
は
悪

工
業
部
門
の
一
履
用
水
準
は
急
激
に
低
下
し
た
。
「
見
え
る
セ
ク
タ
ー
」
と
「
見
え
ざ
る
セ
ク
タ
ー
(
地
下
経
済
こ
に
よ
る
経
済
の

化
し
、
二
重
構
造
は
次
第
に
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
ネ
オ
・
コ

i
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
が
ス
ペ
イ
ン
資
本
主
義
に
当
初
与
え
て
い
た
正
統
化
効
果
は
、

徐
々
に
そ
の
効
力
を
失
っ
て
い
っ
た
。

7 

ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
誕
生
と
社
会
経
済
政
策

P
S
O
E
は
、
既
に
政
権
掌
握
以
前
か
ら
穏
健
化
を
明
言
し
て
い
た
。
モ
ン
ク
ロ
ア
協
定
で
は
福
祉
の
拡
充
と
引
き
換
え
に
緊
急
政
策

に
同
意
し
た
が
、

U
C
D政
府
に
よ
る
社
会
改
革
の
実
現
が
困
難
に
な
り
、
失
業
が
増
加
し
は
じ
め
る
と
、

P
S
O
E
は
協
定
の
更
新
を

拒
否
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は

P
S
O
E
に
よ
る
コ
ー
ポ
ラ
テ
イ
ズ
ム
的
協
調
か
ら
の
撤
退
を
意
味
し
て
い
た
わ
け
で
も
、
急
進
的

路
線
へ
の
回
帰
を
示
唆
し
て
い
た
わ
げ
で
も
な
い
。

P
S
O
E
は
、
失
業
問
題
の
解
決
、
産
業
政
策
の
改
革
、
公
共
投
資
の
増
大
を
含
む
、

一
九
八
二
年
の
選
挙
戦
で
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
変
革

(
g
gげ
吉
)
」
で
あ
り
、

近
代
化
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
着
が
強
調
さ
れ
、
社
会
主
義
的
色
彩
は
彰
を
ひ
そ
め
た
。

改
革
主
義
の
立
場
を
こ
れ
に
よ
っ
て
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
選
挙
に
お
け
る

P
S
O
E
の
勝
利
は
、
他
の
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
い
て
も
社
会
党
政
権
が
誕
生
す
る
と
い
う
絶
好
の

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
四
三



二
四
四

国
際
状
況
の
中
で
も
た
ら
さ
れ
た
。
園
内
的
に
も
、

P
S
O
E
は
ス
ペ
イ
ン
の
主
要
都
市
の
多
く
を
制
覇
し
、
ま
た
十
七
の
地
方
政
府
の

う
ち
十
一
が

P
S
O
E政
府
と
な
っ
た
。
同
年
に
は
、
労
働
組
合
選
挙
に
お
い
て
も
、

U
G
T
が
初
め
て

C
C
O
Oを
お
さ
え
て
労
働
界

の
主
導
権
を
握
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
国
際
的
な
好
条
件
と
圏
内
支
配
の
確
立
は
、
前
年
の
ク
ー
デ
タ
が
呼
び
起
こ
し
か
ね
な
か
っ
た
過

去
の
亡
霊
を
追
い
払
い
、
社
会
に
新
し
い
変
化
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
市
民
の
期
待
を
高
揚
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
目
標

一
九
八
二
年
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
新
政
権
が
掲
げ
た
主
要
目
標
は
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
確
立
、

バ
ス
ク
問
題
の
解
決
、
経
済
の
合
理
化
、
成

長
の
促
進
で
あ
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、

ス
ペ
イ
ン
国
民
の
諸
権
利
と
生
活
水
準
を
ス
ペ
イ
ン
以
北
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
レ
ヴ
ェ
ル
に

引
き
上
げ
る
こ
と
を
ね
ら
っ
た
多
様
な
内
容
か
ら
成
る
社
会
改
革
と
、

E
C加
盟
実
現
に
よ
る
ス
ペ
イ
ン
の
国
際
的
孤
立
の
克
服
も
重
要

な
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
に
よ
る
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
確
立
は
ま
た
、
教
育
改
革
を
通
じ
て
促
進
さ
れ
た
。
ホ
セ
・
マ
リ

ア
・
マ
ラ
パ
ル
は
、

P
S
O
E
に
あ
っ
て
最
も
社
会
民
主
主
義
的
な
政
策
を
提
唱
す
る
理
論
家
で
あ
っ
た
が
、
文
部
大
臣
就
任
後
は
、
デ

モ
ク
ラ
シ
ー
の
定
着
を
め
ざ
し
て
、
国
立
学
校
・
大
学
に
参
加
型
管
理
機
関
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
し
か
し

P
S
O
E
は、

一
九
八

六
年
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、
労
働
の
場
に
も
参
加
型
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
拡
張
す
る
と
約
し
た
も
の
の
、
そ
の
優
先
願
位
は
低
く
、
ま

た
、
最
も
必
要
と
さ
れ
て
い
る
社
会
サ

i
ヴ
ィ
ス
の
拡
充
も
、
先
送
り
に
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
宮
僚
主
導
の
改
革
に
対
す
る
根
強
い
反
感

に
直
面
し
、

P
S
O
E政
府
は
、
自
ら
の
政
策
の
遂
行
を
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
、
政
治
的
な
取
り
込
み
戦
略
を
通
じ
て
思
顧
主
義

的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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4.1 
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同
白
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ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

1988 1985 

。スペイン

・OECD
1981 

YEAR 

1918 
-0.3' 

~975 

成
長
、
イ
ン
フ
レ
、
失
業

穏
や
か
な
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
政
策
と
、

E
C域
内
で
の
ス
ペ
イ
ン
経

済
の
競
争
力
の
強
化
を
最
優
先
し
た
こ
と
に
よ
り
、

ス
ペ
イ
ン
経
済

は
好
調
な
歩
み
を
み
せ
は
じ
め
た
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
が
政
権
に
就
い
た

時
の
経
済
成
長
率
が
わ
ず
か
一
%
程
度
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
患
に
入

れ
れ
ば
、

一
九
八
七
年
に
成
長
率
が
五
%
に
ま
で
伸
び
た
こ
と
は
、

P
S
O
E
が
も
た
ら
し
た
大
き
な
成
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
【
グ
ラ

フ
}
。
ま
た
、
イ
ン
フ
レ
率
も
、
第
一
次
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
五
年
間

で
、
当
初
の
十
四
%
か
ら
五
%
以
下
に
鎮
ま
り
【
グ
ラ
フ
}
、
対
外
債

務
も
減
少
し
、
貿
易
収
支
も
上
向
い
た
。
し
か
し
、

一
見
好
調
な
こ

の
経
諦
は
、
一
方
で
重
大
な
コ
ス
ト
を
課
し
て
も
し
た
。
す
な
わ
ち
、

失
業
率
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
た
の
で
あ
る
【
グ
ラ
フ
}
。

九
八

0
年
代
半
ば
の
ス
ペ
イ
ン
の
失
業
率
は
、

O
E
C
D諸
国
平
均

の
実
に
二
倍
に
達
し
、
失
業
者
は
一
九
八
七
年
に
は
三

O
O万
人
に

の
ぼ
っ
た
。

P
S
O
E政
府
は
、

一
九
八
五
|
八
七
年
に
か
け
て
七

五
万
人
の
仕
事
を
供
給
し
は
し
た
も
の
の
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
短
期

二
四
五
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的
契
約
に
基
づ
く
も
の
で
、
長
期
安
定
的
な
雇
用
口
の
創
出
は
見
込
め
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
特
に
、
若
者
の
失
業
率
が
高
く
、
平
均
失

業
率
の
二
倍
を
記
録
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
府
は
、
社
会
保
障
の
供
給
を
充
分
に
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、
社
会
経
済
の
コ
ス
ト
を

負
う
人
々
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。

民
営
化
問
題

ス
ペ
イ
ン
に
は
、
巨
大
な
国
営
企
業
I
N
I
(古
注
目

Z
Z
Z
R
Eロ
包
含
宮
内
凶
器
可
片
山
)
が
存
在
し
て
い
る
。

一
九
八
五
年
一
月
の
時
点

で、

I
N
I
は
六
三
社
の
経
営
に
直
接
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
子
会
社
一
五
O
社
を
支
配
し
て
い
る
。
二
O
万
人
の
労
働
者

を
擁
し
、

G
D
P
の
約
一
O
%
を
構
成
し
て
い
る

I
N
I
は、

ス
ペ
イ
ン
経
済
に
あ
っ
て
は
き
わ
め
て
重
大
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
ー

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
業
の
一
O
O
%
を
産
出
し
て
お
り
、
鉄
鉱
、
電
気
、
産
業
用
車
両
な
ど
の
分
野
で
も
三
割
以

上
の
シ
ェ
ア
が

I
N
ー
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

N
I
は
造
船
業
の
七
五
%
、

し
か
し
、

I
N
I傘
下
の
企
業
群
は
、

ブ
ラ
ン
コ
体
制
末
期
に
は
既
に
巨
額
の
負
債
を
抱
え
て
お
り
、

ス
ア
レ
ス
は

I
N
I
の
赤
字
問

題
へ
の
対
処
に
窮
し
て
い
た
。
七

0
年
代
半
ば
に
民
主
政
へ
の
移
行
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
ス
ペ
イ
ン
に
、

さ
ら
に
新
た
な
問
題
を
持
ち

込
む
こ
と
は
購
賭
さ
れ
た
し
、
同
時
に
、
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の
反
応
を
予
想
す
る
と
、

I
N
I問
題
へ
の
早
急
な
取
り
組
み
は
得
策

で
は
な
い
、

と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

U
C
D
は
、
逆
に
、

回
目
}
。
∞
母
出
mwq22
・
ぎ
と
作
田
昌
男

8
5
な
ど
の
倒
産
に
瀕
し
た
企
業
の

い
く
つ
か
を
国
有
化
し
、

I
N
I
の
損
失
を
さ
ら
に
増
大
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
イ
レ
ン
マ

二
四
七



二
四
八

か
つ
て
は
大
規
模
な
国
有
化
政
策
を
含
む
ラ
デ
ィ
カ
ル
な
経
済
変
革
を
提
唱
し
て
い
た

P
S
O
E
は
、
八
二
年
に
政
権
を
獲
得

す
る
と
、
以
前
の
主
張
と
は
逆
に
、
混
合
経
済
に
お
け
る
公
共
・
民
間
両
部
門
を
強
化
す
る
必
要
性
を
主
張
し
、
固
有
化
政
策
を
実
質
的

に
撤
回
し
た
。

P
S
O
E政
府
は
、
公
共
部
門
の
拡
大
で
は
な
く
、
合
理
化
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

E
C加
盟
を
な
ん
と
し
て
も

一方、

実
現
さ
せ
た
い
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
経
済
に
追
い
つ
く
た
め
に
、
合
理
化
を
緊
急
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

一
九
八
四
年
秋
に
は
、
ボ
イ
ェ
ル
、
ソ
ル
チ
ャ
ガ
ら
の
合
理
化
計
画
に
基
づ
い
て
、

I
N
I
と
U
G
T
と
の
聞
で
、
造

と
考
え
て
い
た
。

船
業
に
お
け
る
三
七
%
の
雇
用
削
減
に
関
す
る
合
意
が
結
ぼ
れ
た
。
鉄
鉱
業
に
お
い
て
も
同
様
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
リ
ン
グ
が
計
画
さ
れ

て
い
た
。

P
S
O
E
の
関
心
は
、
国
有
化
で
は
な
く
、
民
営
化
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
I
N
I
は
、
持
株
の
か
な
り
の
部
分
を

民
聞
に
売
り
渡
し
た
。

リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
、
政
治
的
交
換
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
崩
壊

公
共
セ
ク
タ
ー
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
は
、
あ
る
程
度
の
生
産
合
理
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
反
面
、
数
十
万
の
雇
用
の
減

少
を
招
い
た
。

P
S
O
E
は
、
早
期
退
職
も
し
く
は
配
置
転
換
、
お
よ
び
、
労
働
集
約
型
産
業
へ
の
一
九
八
五
年
か
ら
の
投
資
に
よ
っ
て
、

こ
の
衝
撃
が
緩
和
さ
れ
る
と
見
込
ん
で
い
た
が
、
打
撃
を
受
け
る
の
が
労
働
者
の
基
盤
が
最
も
強
い
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
政

策
は

P
S
O
E
に
予
想
以
上
の
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
経
済
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
は
、

U
G
T
の
理
解
と
譲
歩
を

一
九
八
四
年
一

O
月
に
経
営
者
団
体
と

U
G
T
の
合
意
に
よ
っ
て
取
り
結
ば
れ
た
社
会
経
済
協
定

A
E
S
)
は
、
政
府
の
経
済
政
策
に
対
す
る
国
民
的
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
。
労

通
じ
て
は
じ
め
て
可
能
と
な
っ
た
。

(〉
nzo吋門問。開。。口。自由。。可∞。
a包

働
側
は
、
失
業
者
と
の
ソ
リ
ダ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る
と
い
う
名
の
も
と
で
、
賃
金
抑
制
と
雇
用
の
非
安
定
化
を
受
げ
入
れ
、
こ
の
犠
牲
と
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表5

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

引
き
換
え
に
、
国
家
資
本
に
基
づ
く
昇
進
シ
ス
テ
ム
と
失
業
者
の
た

め
の
福
祉
供
給
の
拡
大
の
確
約
を
得
た
【
表
5
】

0

・
こ
の
極
め
て
政
治

的
な
パ

i
ゲ
ニ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
ス
ペ
イ
ン
版
「
政
治
的
交
換
守
は
、

一
九
八

O
年
前
後
の
イ
タ
リ
ア
の
「
政
治
的
交
換
」
と
同
様
に
、

方
的
に
労
働
者
に
コ
ス
ト
を
課
す
も
の
で
、
政
府
が
公
約
の
実
現
に

失
敗
し
た
の
が
明
ら
か
に
な
る
と
、

一
九
八
五
年
半
ば
の
年
金
カ
ツ

ト
を
含
む
社
会
保
障
改
革
に
対
し
て

U
G
T
が
公
然
と
反
対
し
た
の

を
契
機
と
し
て
、

コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
崩
壊
し
て
い
っ
た
。

と
は
い
え
、
第
一
次
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
で
実
施
さ
れ
た
社
会
改
革

は
、
あ
る
程
度
意
義
あ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

一
九
八
二
年
か
ら
八

七
年
ま
で
の
間
に
、
社
会
支
出
は
倍
増
し
、
年
金
も
増
加
し
、
年
金

受
給
者
も
四
八

O
万
人
か
ら
五
七

O
万
人
に
伸
び
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
他
の

O
E
C
D
諸
国
と
比
較
す
る
と
、

P
S
O
E
政
権
下
の
ス

ペ
イ
ン
は
、
社
会
支
出
の
全
予
算
に
占
め
る
割
合
が
目
だ
っ
て
低
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
軍
事
支
出
の
増
加
が
教
育
支
出
を
圧

迫
し
て
お
り
、
国
家
が
充
分
な
教
育
の
供
給
を
行
わ
な
い
こ
と
を
不

四
九



二
五
O

満
と
す
る
学
生
の
抗
議
運
動
を
経
て
よ
う
や
く
、
政
府
は
譲
歩
し
奨
学
金
の
支
給
に
踏
み
切
る
こ
と
に
な
っ
た
。

8 

P
C
E
は
何
故
、
民
主
政
移
行
の
中
で
躍
進
で
き
な
か
っ
た
か

P
C
E
は
、
民
主
政
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
も
、

ま
た
確
立
期
に
お
い
て
も
、
左
翼
と
右
翼
双
方
の
主
要
政
党
間
の
合
意
に
基
づ
い
た

政
策
の
必
要
性
を
訴
え
て
き
た
。
こ
れ
を
通
じ
て

P
C
E
は
、
新
し
い
政
治
シ
ス
テ
ム
の
樹
立
に
あ
た
っ
て
、

そ
の
責
任
の
一
端
を
担
お

う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
際
、

一
九
七
九
年
選
挙
で
は
、

わ
ず
か
で
は
あ
る
が
得
票
率
を
伸
ば
し
て
い
た
。
し
か
し
、
民
主
化
を
推

進
す
る
た
め
に

P
C
E
が
採
用
し
た
こ
の
方
針
、

さ
ら
に
、

ユ
ー
ロ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
路
線
の
提
唱
は
、

と
も
に

P
C
E
の
状
況
を
悪
化

さ
せ
る
逆
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
ブ
ラ
ン
コ
体
制
の
下
で
は
反
体
制
運
動
の
主
役
を
演
じ
て
い
た

P
C
E
は
、
権
威
主
義
体
制
の
ほ
こ
ろ

び
に
乗
じ
る
絶
好
の
機
会
を
、
な
ぜ
逸
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

P
C
E
投
票
者
の
低
い
帰
属
意
識

ま
、
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
、

P
C
E
に
対
す
る
投
票
者
の
帰
属
意
識
の
低
さ
で
あ
る
。

一
九
八
二
年
選
挙
直
前
の
調
査
に
よ
れ
ば
、

P 
C 

E
の
投
票
者
の
約
半
数
が
自
ら
を
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
で
あ
る
と
は
考
え
て
お
ら
、
ず
、

む
し
ろ
自
己
を
中
道
に
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と

は、

P
C
E
へ
の
支
持
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
基
づ
い
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
へ
の
願
望
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
新
し
い
政
治
シ
ス
テ
ム
が
ひ
と
た
び
打
ち
立
て
ら
れ
る
と
、

P
C
E
へ
の
帰
属
意
識
は
弱

事
A
F

れ
ソ
、

か
つ
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
ス
ト
を
自
認
し
て
い
た
投
票
者
さ
え
も
が
、
各
政
党
が
提
案
す
る
よ
り
具
体
的
な
諸
政
策
の
市
内
容
に
詮
意
を



向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

P
C
E
は
、
新
し
い
状
況
に
適
応
す
る
た
め
に
は
、
党
の
イ
メ
ー
ジ
と
戦
略
を
転
換
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
党
内
危
機
が
そ
れ
を
組
ん
で
い
た
。

P
C
E
の
党
内
分
裂
と
凋
落

一
九
八
二
年
の
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
誕
生
は
、

P
C
E
に
さ
ら
な
る
困
難
を
も
た
ら
す
と
同
時
に
、
新
し
い
可
能
性
を
も
与
え
る
も
の

で
あ
っ
た
o
p
C
E
は
、
自
ら
の
票
の
約
三
分
の
こ
を

P
S
O
E
に
奪
わ
れ
る
と
い
う
窮
地
に
陥
っ
た
反
面
、
賃
金
抑
制
、
社
会
保
障
・

福
祉
支
出
の
制
限
、

N
A
T
O加
盟
を
は
じ
め
と
す
る
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
穏
健
な
政
策
と
失
業
の
増
大
が
、
政
府
に
対
す
る
労
働
者
の
不
満

を
募
ら
せ
、

P
C
E
に
部
分
的
な
票
の
囲
復
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
生
ま
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、

P
S
O
E政
府
に
不
満
を
い
だ
く
有
権

者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
据
え
て
、
選
挙
で
立
ち
直
り
を
み
せ
る
こ
と
が

P
C
E
に
と
っ
て
は
急
務
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
党
内
問
題
は
、
い
つ

そ
う
複
雑
な
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
旧
ソ
連
派
リ
l
ダ

i
の
イ
グ
ナ
シ
オ
・
ガ
リ
ェ

i
ゴ
(
同
慢
話
国
芯
の
色
目
。
m
O
)

率
い
る
グ
ル
ー
プ
は
、

一
九
八
三
年
、

P
C
E
を
離
脱
し

P
C
P
E
(可
知
ス
広
。

n
o自
己
忠
弘
白
色
a
p
M
m
w
z
s
a
o
何
回
匂
怠

-05
を
設
立
し
た
。

一方、

一
九
八
二
年

二
月
、

サ
ン
テ
ィ
ア
ゴ
・
カ
リ
リ
ヨ

(
ω
ω
E
U
m
o
h
m
q器
。
)

に
代
わ
っ
て
書
記
長
に
就
任
し
た
新
リ
ー
ダ
ー
の
へ
ラ
ル
ド
・
イ
グ
レ

シ
ア
ス
(
の

mg乱
。
釘
町
田
宮
田
)
は
、
カ
リ
リ
ョ
時
代
に
党
か
ら
追
放
さ
れ
た
旧
メ
ン
バ
ー
へ
の
接
近
を
試
み
た
。
カ
リ
リ
ョ
が
こ
の
動
き
に

猛
反
発
し
た
こ
と
は
、
党
内
危
機
を
い
っ
そ
う
深
刻
な
も
の
と
し
、

つ
い
に
は
カ
リ
リ
ョ
と

C
C
O
O
の
幹
部
が
党
を
脱
退
し
、

M
U
C
 

(富め
ω釦
3
5
E
C
E
a
m
a
号
目
。
的
打
。
自
己
ロ
山
田
Em)
を
結
成
す
る
と
い
う
事
態
に
至
っ
た
。
そ
の
後
、
政
党
と
し
て
の
組
織
を
強
化
し
た

M
U
G
は、

一
九
八
七
年
二
月
に

P
T
E
・
U
C
(
M
v
mえ
広
。
。
己
。
師
、
H，

gげ
と
怠

2
2仏
ぬ
一
何
回
℃
釦

mim-Cロ町内凶包
(vcgロ
ロ
目
的
冨
)
と
し
て
再
出

発
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
五



二
五
二

P
C
E
が
難
局
を
打
開
す
る
に
は
、
二
つ
の
戦
略
を
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
第
一
は
、

P
S
O
E政
府
の
経
済
政
策
に
対
す
る

労
働
者
の
不
満
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
戦
略
。
第
二
は
、
市
民
権
の
拡
張
、
環
境
保
護
、
平
和
主
義
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
シ

ス
テ
ム
の
周
縁
に
置
か
れ
て
い
る
革
新
グ
ル
ー
プ
と
の
結
び
付
き
を
強
化
し
て
ゆ
く
戦
略
で
あ
る
。
カ
リ
リ
ョ
と
イ
グ
レ
シ
ア
ス
の
対
立

は
、
乙
の
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
に
関
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
第
一
の
戦
略
、
す
な
わ
ち
労
働
者
主
義
を
主
張
し
て
い
た
カ
リ
リ
ョ

は
、
既
存
の
社
会
運
動
と
共
通
し
た
基
盤
の
構
築
を
意
図
し
た
イ
グ
レ
シ
ア
ス
ら
の
新
リ
ー
ダ
ー
と
決
裂
し
た
の
で
あ
る
。

福
祉
問
題

P
S
O
E
の
経
済
政
策
は
、
民
間
部
門
の
利
益
の
向
上
を
め
ざ
し
、
効
率
の
悪
い
国
営
企
業
を
閉
鎖
す
る
も
の
で
、
鉄
工
、
造
船
、
鉱

業
な
ど
一
部
の
産
業
や
地
域
で
根
強
い
抵
抗
が
み
ら
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
議
会
が
ス
ペ
イ
ン
の
福

祉
シ
ス
テ
ム
(
∞
持
ロ
ユ
念
仏
∞

R
E
)
の
改
正
を
承
認
す
る
と
、
政
府
へ
の
不
満
は
一
気
に
増
大
し
た
。
こ
の
改
正
に
は
、
年
金
の
削
減
も

含
ま
れ
て
い
た
た
め
、

P
S
O
E
と
親
密
な
ニ
コ
ラ
ス
・
レ
ド
ン
ド

(
Z
W。

-sma。
ロ
仏
。
)
ら

U
G
T
リ
ー
ダ
ー
さ
え
も
が
難
色
を
示
し
、

こ
れ
を
拒
絶
し
た
o
p
C
E
と
C
C
O
O
は
、
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、

一
九
八
五
年
六
月
、

ス
ペ
イ
ン
労
働
者
に
ゼ
ネ
・
ス
ト
の
決
行
を
よ

び
か
け
た
。
し
か
し
、

ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
全
労
働
人
口
の
五

O
%以
上
が
参
加
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

P
S
O
E
に
政
治
的

成
功
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
福
祉
改
正
案
は
可
決
さ
れ
、

で
き
ず
、

ス
ト
ラ
イ
キ
は
忘
れ
去
ら
れ
、

P
C
E
-
U
G
T
-
P
S
O
E
の
力
関
係
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

P
C
E
は
何
の
成
果
も
あ
げ
る
こ
と
が



シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

民
主
政
へ
の
移
行
後
に
、
軍
部
の
処
遇
を
ど
う
す
る
の
か
、
軍
部
を
い
か
に
シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
置
き
、
本
来
の

役
割
に
戻
す
か
は
、
民
主
政
の
定
着
に
と
っ
て
極
め
て
重
大
か
っ
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
軍
事
支
出
を
拡
大
す
る
一
方
で
、

シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
確
立
を
も
推
進
し
た
。
軍
部
と
政
府
と
の
関
係
は
、
八

0
年
代
に
入
り
徐
々
に
変
化
し
て
き
た
。
フ
ァ

ン
・
カ
ル
ロ
ス
国
王
に
よ
る
ゴ
ル
ピ
ス
タ
に
対
す
る
公
然
た
る
非
難
、
軍
部
が
企
て
た
ク
ー
デ
タ
の
失
敗
、
軍
部
の
反
乱
へ
の
民
衆
に
よ

一
九
八
二
年
選
挙
に
お
け
る

P
S
O
E
の
圧
倒
的
勝
利
。
こ
れ
ら
の
要
園
は
す
べ
て
、
軍
部
タ
カ
派
を
孤
立
さ
せ
る
効
果
を
果

る
拒
否
、

た
し
た
。

U
C
D政
府
が
軍
部
に
従
属
し
が
ち
で
あ
っ
た
の
と
は
異
な
り
、

P
S
O
E政
府
は
、
軍
部
に
対
し
て
威
厳
を
保
つ
こ
と
に
成

功
し
て
お
り
、
軍
部
を
、
政
治
の
場
か
ら
本
来
の
専
門
の
場
で
あ
る
兵
舎
に
一
炭
し
、
軍
人
の
昇
進
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
け
る
と
同
時
に
、

軍
隊
の
規
模
を
縮
小
し
、
軍
組
織
を
た
て
な
お
し
、
国
防
省
の
支
配
下
に
置
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
八
二
IB
・
p

・
-
八
六
年
の

P
S
O
E政
府
は
、

そ
れ
に
先
立
つ
五
年
間
の

U
C
D
政
府
と
は
異
な
り
、
軍
部
の
介
入
を
政
治
舞
台
か
ら
除
去
す
る
こ
と
に
概
ね
成
功
し
た
。

N
A
T
O
問
題

U
C
D政
府
が
既
に
一
九
八
一
年
に
決
定
し
て
い
た
ス
ペ
イ
ン
の

N
A
T
O加
盟
は
、
ス
ペ
イ
ン
国
民
の
批
判
の
対
象
と
な
る
最
も
大

き
な
争
点
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

P
S
O
E
は
国
民
の
感
情
を
く
み
取
り
、
政
権
に
就
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

N
A
T
O加
盟
の
是
非
を

直
接
国
民
に
問
う
国
民
投
票
を
実
施
す
る
と
約
束
し
た
。

一
九
八
二
年
一

O
月
に
も
た
ら
さ
れ
た

P
S
O
E
の
大
勝
利
は
、
こ
の
約
束
に

負
う
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
際
に
政
権
を
握
る
と
、

P
S
O
E
は
、
逆
に

N
A
T
O
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
五
三



二
五
四

を
次
第
に
強
化
し
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
お
よ
び
政
府
要
人
に
よ
る
国
民
投
票
延
期
の
意
向
が
徐
々
に
明
ら
か
な
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ

に
対
し
て
、
国
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る

P
C
E
と
平
和
主
義
グ
ル
ー
プ
は
、

一
O
O万
人
を
こ
え
る
署
名
を
携
え
、
議
会
に
嘆
願
書
を

提
出
し
た
た
め
、
国
民
投
票
は
一
九
八
六
年
一
二
月
に
実
施
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。
状
況
は
、

一
部
を
除
く
P
S
O
E
が
政
府
の
方
針

を
支
持
す
る
の
み
で
、
中
道
右
派
の
野
党
は
棄
権
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
市
民
の
大
半
は
平
和
主
義
グ
ル
ー
プ
に
同
調
し
て

N
A

T
O加
盟
を
拒
否
す
る
も
の
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。

N
A
T
O反
対
の
優
勢
を
示
す
こ
の
予
測
は
、
国
民
投
票
直
前
ま
で
変
わ
ら
ず
、

P
S
O
E
は
最
後
の
切
札
に
頼
る
こ
と
と
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、

か
り
に
国
民
投
票
で
敗
れ
て
も
、
次
期
選
挙
は
間
近
に
控
え
て
お
り
、

P
S
O
E
は
N
A
T
O加
盟
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
盛
り

込
む
予
定
で
あ
る
と
明
言
し
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
大
々
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
訴
え
た
。
国
民
投
票
は
、
予
想
外
の
結
果
を
も
た
ら
し
た
。

P
S
O
E
支
持
は
国
民
の
過
半
数
(
五
ニ
・
五
%
)
を
超
え
、
反
対
{
三
九
・
八
%
)
を
大
き
く
上
回
っ
た
。

P
C
E
に
と
っ
て
の
衝
撃

は
膨
大
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
提
唱
し
た
平
和
主
義
が
否
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、

P
S
O
E政
府
へ
の
支
持
の
多
く
は
労
働
者
の
票
で

あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

撞
祉
問
題
お
よ
び

N
A
T
O
問
題
と
い
う
こ
つ
の
大
き
な
戦
い
を
通
じ
て
、

P
C
E
は
政
府
の
弱
点
を
つ
き
、
自
ら
の
政
治
的
影
響
力

の
回
復
を
は
か
っ
た
。
し
か
し
、
結
果
は

P
C
E
の
シ
ナ
リ
オ
通
り
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。

一
九
八
六
年
六
月
総
選
挙
で
は
、

P
C
E
は

P
C
P
E
な
ど
と
と
も
に
統
一
左
翼

(HZ包
均
三

ω
d
a
E

P
T
E
・
U
C
も
開
時
に
選
挙
に
参
加
し
た
た
め
、
共
産
系
の
票
が
割
れ
、

以
下
I
U
)
を
結
成
し
て
選
挙
戦
に
臨
ん
だ
。
し
か
し
、

カ
リ
リ
ョ
率
い
る

I
U
は
、
議
席
を
獲
得
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
票
を
失
う
こ



と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、

P
C
E
は、

ス
ペ
イ
ン
政
治
に
影
響
を
及
ぽ
す
に
は
、
あ
ま
り
に
小
さ
い
政
党
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
独
裁

制
の
も
と
で
、
デ
モ
ク
ラ
シ

i
を
求
め
る
反
対
勢
力
と
し
て
の
役
割
を
演
じ
て
い
た
P
C
E
は
、
権
威
主
義
体
制
が
崩
壊
し
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
に
、
自
ら
の
存
在
理
由
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

9 

P
S
O
E
党
内
対
立
の
激
化
と
労
働
組
合
と
の
乳
蝶

ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス

全
般
的
に
み
る
と
、
第
一
次
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
五
年
間
で
、
ス
ペ
イ
ン
は
多
く
の
意
味
に
お
い
て
変
貌
を
遂
げ
て
い
た
。
軍
部
に
対

す
る
シ
ヴ
ィ
リ
ア
ン
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
強
化
さ
れ
、
社
会
改
革
も
一
定
の
成
果
を
あ
げ
、

マ
ク
ロ
経
済
も
向
上
し
た
。
し
か
し
こ
の
一

方
で
、
経
済
の
リ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
リ
ン
グ
に
と
も
な
い
就
業
機
会
が
失
わ
れ
失
業
率
が
増
加
す
る
と
い
う
側
面
も
存
在
し
て
い
た
。
左

派
勢
力
は
、
最
高
賃
金
の
設
定
に
よ
る
政
府
の
需
要
管
理
政
策
こ
そ
が
、
投
資
と
雇
用
水
準
の
低
迷
を
招
い
て
い
る
と
主
張
し
た
。
彼
ら

に
よ
れ
ば
、
政
府
の
政
策
は
、
産
業
界
に
活
力
と
効
率
性
を
も
た
ら
す
こ
と
な
く
、
富
め
る
者
を
い
っ
そ
う
富
ま
せ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

実
際
に
こ
の
時
期
の

P
S
O
E
政
府
は
、
経
諦
成
長
の
追
求
に
専
心
す
る
あ
ま
り
、
社
会
的
自
標
を
主
要
議
題
か
ら
は
ず
し
て
い
た
と
い

え
る
。
労
働
組
合
の
み
な
ら
ず
金
融
界
す
ら
も
、
社
会
の
不
平
等
が
解
消
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
。
特

に
労
働
組
合
の
間
で
、
自
ら
の
抑
制
行
動
は
す
べ
て
無
駄
に
終
わ
っ
た
と
い
う
徒
労
感
が
強
ま
っ
た
。
労
働
分
配
率
が
一
時
的
に
五

O
%

を
下
回
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
失
業
率
は
増
加
し
つ
づ
け
た
。
「
資
本
主
義
は
、
現
存
す
る
経
済
シ
ス
テ
ム
の
な
か
で
は
、
悪
い
程
度
が

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
五
五



二
五
六

最
も
少
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
」
と
い
う
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
か
つ
て
の
発
言
は
、
現
行
の
政
策
ス
タ
ン
ス
が
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
長

期
的
な
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
労
働
組
合
の
危
慎
を
生
む
に
至
つ
た
の
で
あ
泊
。

P
S
O
E
下
降
の
き
ざ
し

一
九
八
六
年
六
月
の
総
選
挙
で
も
、

P
S
O
E
は
四
四
%
と
前
回
を
わ
ず
か
四
%
下
回
る
だ
け
の
好
記
録
を
残
し
、
議
会
に
お
い
て
も

過
半
数
を
悠
々
と
維
持
し
た
。
ス
ペ
イ
ン
の
選
挙
民
は
、
極
め
て
高
率
な
失
業
率
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
主
政
を
定
着
さ
せ
た
と
い
う
ま

さ
に
そ
の
功
労
に
よ
っ
て

P
S
O
E
に
高
い
評
価
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

A
P
は
P
S
O
E
の
優
勢
に
割
つ
て
は
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ス
デ
レ
ス
率
い
る

C
D
S
も
徐
々
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
は
い
る
も
の
の
、

P
S
O
E
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

P
S
O
E
へ
の
国
民
の
支
持
は
穏
や
か
に
下
降
線
を
た
ど
っ
て
お
り
、

一
九
八
七
年
の
地
方
選
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
議
会
選
で
は
、
得
票

率
が
四
O
%
を
割
り
込
ん
だ
。

党
内
問
題
・
社
会
運
動

P
S
O
E
が
直
面
し
て
い
る
最
大
の
問
題
は
、
党
内
部
の
結
束
の
ほ
こ
ろ
び
と
社
会
集
団
か
ら
の
反
発
の
中
に
み
ら
れ
る
。
ゴ
ン
サ
レ

ス
が
党
を
意
の
ま
ま
に
動
か
し
、
そ
れ
を
裏
付
げ
る
よ
う
に
選
挙
で
勝
利
を
お
さ
め
て
い
く
状
況
で
、
左
派
イ
ス
キ
エ
ル
ダ
・
ソ
シ
ア
リ

ス
タ
は
組
織
と
し
て
の
成
長
を
遂
げ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
公
共
セ
ク
タ
ー
の
非
効
率
性
は
、
左
派
に
よ

る
経
済
政
策
の
オ
l
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
の
提
示
を
困
難
に
し
て
い
る
。
よ
り
深
刻
な
問
題
は
、
か
つ
て
は

P
S
O
E
を
支
え
て
き
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
現
在
で
は
ゴ
ン
サ
レ
ス
の
政
策
に
よ
っ
て
不
利
益
を
こ
う
む
っ
て
い
る
社
会
集
団
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。



一
九
八
七
年
に
は
学
生
の
抗
議
運
動
が
高
ま
り
、
こ
の
動
き
は
労
働
者
に
も
波
及
し
た
。
こ
の
年
は
労
使
紛
争
が
一
気
に
激
化
し
、
ス

ト
ラ
イ
キ
が
急
増
し
た
年
で
あ
っ
た
。

U
G
T
は
政
府
の
経
済
政
策
に
失
望
し
、
共
産
系
C
C
O
O
と
の
協
力
関
係
の
形
成
に
傾
斜
し
て

3

-
ニ
0

・h
v
φ
h

一
党
支
配
に
よ
る
政
党
政
府
的
色
彩
が
濃
厚
に
な
っ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、

p
s
o
Eと
U
G
T
の
聞
に
緊
張
が
生
じ
、
労
使
関
係
の

悪
化
に
直
面
し
た
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
は
試
練
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
か
ね
て
よ
り
U
G
T
に
好
意
的
で
あ
っ
た
政
府
は
社
会

経
済
審
議
会
と
地
方
雇
用
協
会
を
設
置
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
労
働
組
合
の
代
表
を
送
り
込
も
う
と
し
て
い
た

U
G
T
に
対
し
て
、
制
度
的
代

表
の
実
現
を
約
束
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
危
機
を
切
り
抜
げ
た
。

党
内
亀
裂
と

U
G
T

政
府
内
の
経
済
政
策
を
め
ぐ
る
亀
裂
が
表
面
化
し
た
の
は
、

経
済
大
臣
ミ
ゲ
ル
・
ボ
イ
ェ
ル
に
対
し
て
党
内
部
と
労
働
組
合
か
ら
の
批
判
が
次
第
に
強
く
な
っ
て
い
く
と
、
こ
れ
ら
の
批
判
を
か
わ
す

一
九
八
五
年
半
ば
で
あ
っ
た
。
ネ
オ
・
リ
ベ
ラ
ル
政
策
を
提
唱
し
て
い
た

た
め
に
ボ
イ
ェ
ル
を
副
首
相
に
昇
進
さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
た
。
こ
れ
を
不
服
と
す
る
現
職
の
副
首
相
ゲ
ッ
ラ
は
、
「
ス
ペ
イ
ン
は
今
な
お

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
不
平
等
な
社
会
の
ま
ま
で
あ
る
」
と
い
う

U
G
T
の
ニ
コ
ラ
ス
・
レ
ド
ン
ド
の
演
説
に
共
鳴
し
、

U
G
T
と
の
連
帯

を
強
化
す
る
戦
略
に
で
た
。
党
の
一
部
で

U
G
T
支
持
が
示
唆
さ
れ
た
た
め
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
は
ボ
イ
ェ
ル
を
即
鹿
に
解
任
し
、
や
は
り
リ

ベ
ラ
ル
派
の
ソ
ル
チ
ャ
ガ
を
経
済
大
臣
に
据
え
た
。
ソ
ル
チ
ャ
ガ
は
産
業
界
に
親
和
的
で
あ
る
反
面
、

U
G
T
に
は
冷
た
く
、

一
九
八
八

年
二
月
に
は
、
賃
上
げ
率
を
四
%
以
下
に
抑
え
る
べ
く
経
営
者
の
結
集
を
呼
び
か
け
た
。

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

二
五
七



二
五
八

一
九
八
八
年
党
大
会
と
新
路
線

ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
で
は
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
テ
ィ
ッ
ク
な
リ
ベ
ラ
ル
派
が
要
職
を
占
め
て
お
り
、

(mS弓
目
的
言
明
)
も
、

一
定
の
勢
力
を
保
っ
て
お
り
、

一
連
の
民
営
化
が
進
行
し
て
い
る
。
し
か

コ
ン
セ
ン
サ
ス
と
選
挙
民
の
意
志
を
反
映
し
た
政
策
決
定
を
主
張
す
る
も
ケ
ッ
ラ
派

一
九
八
八
年
の
党
大
会
は
、
グ
ッ
ラ
派
の
影
響
を
受
け
て
、
労
働
者
、
若
者
、
フ
ェ
ミ

し
、
リ
ベ
ラ
ル
で
も

U
G
T
一
辺
倒
で
も
な
く
、

ニ
ズ
ム
、
平
和
主
義
と
い
っ
た
多
様
な
社
会
運
動
と
の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
の
形
成
を
め
ざ
す
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
た
。

P
S
O
E
を
脅
か
し
か
ね
な
い
最
大
の
要
因
は
、

P
S
O
E自
ら
の
政
策
に
あ
る
。
正
統
派
マ
ネ
タ
リ
ス
ト
政
策
の
採
用
は
、
大
衆
支

持
層
、
労
働
者
、
イ
ン
テ
リ
層
の
疎
外
感
を
生
み
、
特
に
、
本
来
は

P
S
O
E
と
親
密
で
あ
っ
た

U
G
T
さ
え
も
が
、
経
済
大
臣
カ
ル
ロ

ス
・
ソ
ル
チ
ャ
ガ
へ
の
反
感
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。
労
働
組
合
の
要
求
に
対
し
て
断
酉
た
る
態
度
で
臨
む
べ
き
で
あ
る
と
経
営
者
の
結

束
を
呼
び
か
け
た
ソ
ル
チ
ャ
ガ
の
政
策
姿
勢
に
は
、
濃
厚
な
サ
ツ
チ
ャ

i
リ
ズ
ム
の
色
彩
が
表
れ
て
お
り
、
政
府
と
労
働
組
合
の
対
決
は
、

共
産
系

C
C
O
O
の
動
き
い
か
ん
で
、
深
刻
な
も
の
と
も
な
り
か
ね
な
い
様
相
を
問
返
し
て
い
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
党
内
左
派
セ
ク
ト

1

ル
・
ク
リ
テ
イ
コ
と
首
棺
を
支
持
す
る
ゴ
ン
サ
リ
ス
タ
の
緊
張
も
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
経
済
状
況
が
悪
化
す
れ
ば
、
両
者
の
対
立
が
再
燃

す
る
可
能
性
も
生
ま
れ
て
い
る
。
ゴ
ン
サ
レ
ス
政
権
の
保
守
化
が
さ
ら
に
進
行
す
れ
ば
、
ス
ペ
イ
ン
政
治
の
歴
史
的
要
因
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
側
面
の
重
要
性
を
主
張
す
る
左
、
派
の
反
発
が
強
ま
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ゴ
ン
サ
レ
ス
に
と
っ
て
か
わ
る
だ
げ
の
左
翼
の
オ

l
ル
タ
ナ
デ
ィ
ヴ
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
存
在
し
て
い
な
い
。

I
U
の
結
成



を
通
じ
て
、
保
守
中
道
化
す
る

P
S
O
E
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
い
う

P
C
E
の
戦
略
は
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
ス
ペ
イ
ン
の
有
権

者
に
ほ
と
ん
ど
影
響
を
与
え
て
お
ら
ず
、
政
府
の
政
策
の
右
領
化
は
ス
ペ
イ
ン
社
会
の
近
代
化
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
る
と
す
る
見
方
が

依
然
と
し
て
優
勢
で
あ
る
。
か
り
に
、

ス
ペ
イ
ン
政
治
に
対
す
る
幻
滅

E
g
g
s昇
。
)
が
社
会
現
象
化
し
て
、
市
民
の
心
が

P
S
O
E
か

ら
離
れ
た
と
し
て
も
、

I
U
(
P
C
E
)
が
P
S
O
E
票
を
奪
い
取
る
可
能
性
は
低
い
。
同
様
に
、

ア
ド
ル
フ
ォ
・
ス
ア
レ
ス
の

C
D
S

も、

P
S
O
E離
れ
の
緩
衝
地
帯
に
は
な
り
え
て
も
、
政
権
を
奪
う
ほ
ど
の
勢
い
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。

P
S
O
E
は
、
中
央
に
位
置
す

る
包
括
政
党
と
し
て
、
左
右
か
ら
の
厳
し
い
挑
戦
を
免
れ
た
安
定
的
な
地
位
を
維
持
し
て
い
る
。

む
す
ぴ

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
確
立
と
は
、
体
制
が
正
常
に
機
能
し
、
自
律
性
を
保
ち
、

そ
し
て
再
生
産
を
繰
り
返
す
た
め
に
必
要
な
条
件
を
保
証

す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
体
制
の
規
範
と
構
造
を
制
度
化
し
、
そ
の
正
統
性
が
及
ぶ
範
囲
を
拡
張
し
、
新
し
い
体

制
の
樹
立
を
困
難
に
し
て
き
た
数
々
の
障
害
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
は
、
こ
れ
ら
の
要
件
を
徐
々
に
満
た

し
、
つ
い
に
民
主
化
の
「
決
定
的
な
敷
居

(
Q庄
の
包
匹
目
田
町
05)
」
を
超
え
た
。

ス
ペ
イ
ン
に
お
げ
る
独
裁
制
か
ら
民
主
政
へ
の
移
行
は
、
平
和
裡
に
進
め
ら
れ
た
が
、
平
和
的
な
進
行
ゆ
え
の
独
自
の
問
題
も
生
じ
て

い
た
。
す
な
わ
ち
、
旧
体
制
エ
ス
タ
ブ
リ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
に
よ
る
民
主
政
へ
の
根
強
い
反
感
が
依
然
と
し
て
残
存
し
て
お
り
、
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
を
実
現
さ
せ
地
域
の
自
律
を
尊
重
す
る
新
し
い
国
家
の
建
設
を
め
ざ
す
潮
流
と
の
対
決
は
、
解
消
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困
難
で

ス
ペ
イ
ン
民
主
化
の
デ
ィ
レ
ン
マ

五
九



。

あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
は
移
行
の
時
期
に
も
問
題
が
あ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
や
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
デ
モ

ク
ラ
シ

i
の
再
建
と
福
祉
国
家
の
確
立
の
時
期
に
経
済
的
繁
栄
を
謡
歌
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
が
、

ス
ペ
イ
ン
で
は
、

一
九
七
六
年

以
降
の
民
主
化
が
世
界
規
模
の
経
済
危
機
と
同
時
に
起
こ
っ
た
た
め
、
状
況
は
複
雑
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
ス
ペ
イ
ン
経

済
の
脆
弱
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
経
済
危
機
は
、
他
の
諸
国
に
お
け
る
よ
り
も
さ
ら
に
深
刻
な
打
撃
を
ス
ペ
イ
ン
に
与
え
た
。

ス
ペ
イ
ン
に
お
い
て
も
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
次
第
に
そ
の
新
奇
性
が
薄
れ
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
市
民
の
政
治
参
加

の
高
ま
り
は
急
速
に
し
ぽ
み
、
幻
滅
と
無
関
心
が
再
び
ス
ペ
イ
ン
政
治
社
会
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

P
C
E
の
凋
落
は
、

P
C
E

が
打
ち
出
し
た
数
々
の
戦
略
が
、
現
実
の
社
会
的
基
盤
お
よ
び
選
挙
基
盤
の
変
化
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ

亀
F

刷。
ナれ

方

一
九
八
二
年
以
来
、

P
S
O
E政
府
は
議
会
に
お
い
て
強
力
な
役
割
を
演
ず
る
よ
う
に
な
り
、

p
s
o
Eの
議
会
グ
ル
ー
プ

は
、
単
に
政
府
と
野
党
の
聞
の
直
接
的
な
交
渉
を
見
守
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
野
党
が
自
ら
の
影
響
力
を
大
幅
に
失
つ

た
た
め
、
議
会
は
、
野
党
が
オ
1
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
を
提
出
で
き
る
公
的
な
場
と
し
て
の
機
能
を
喪
失
し
、
単
な
る
政
府
機
関
以
外
の
な
に

も
の
で
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
社
会
の
異
な
っ
た
諸
利
益
を
代
表
す
る
多
様
な
集
団
関
の
交
渉
が
、
議
会
に
お
い
て
な
さ
れ
る
こ
と

は
少
な
く
な
り
、
真
の
交
渉
は
内
閣
レ
ヴ
ェ
ル
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
案
は
、
議
会
に
提
出
さ
れ
る
以
前
に
、
既
に
、
主
要
な

社
会
集
聞
に
よ
る
合
意
が
と
り
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
野
党
は
、
社
会
利
益
を
実
質
的
に
代
表
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
政
府
と
の
シ
ン

ボ
リ
ッ
ク
な
争
い
に
力
を
控
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
。
政
府
と
立
法
府
と
の
関
係
は
、
「
強
い
政
府
と
弱
い
議
会
」
と
い
う
構
図
に
よ
っ
て
特
色

づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
議
会
は
単
な
る
形
式
的
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。



一
九
八

0
年
代
を
通
じ
て
、

P
S
O
Eは
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
擁
護
す
る
政
党
と
し
て
の
正
統
性
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
は
、

大
多
数
の
選
挙
民
の
意
志
を
反
映
し
た
社
会
・
経
済
・
政
治
の
近
代
化
政
策
を
通
じ
て
行
わ
れ
た
中
道
勢
力
の
吸
収
に
成
功
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
民
主
的
諸
制
度
の
回
復
と
保
護
は
、

P
S
O
E政
府
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
の
近
代
化
と
歩
調

を
合
わ
せ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
反
資
本
主
義
、
反
君
主
制
、
社
会
主
義
的
理
想
の
追
求
と
い
っ
た
か
つ
て
の
伝
統
的
な

P
S
O
E
の
主
張
は
、
経
済
シ
ス
テ
ム
の
活
性
化
、

ス
ペ
イ
ン
に
お
げ
る
政
治
制
度
と
現
代
資
本
主
義
の
最
適
な
形
態
と
し
て
の
議
会
制

君
主
制
を
容
認
す
る
な
か
で
、
す
べ
て
消
失
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

註
(
1
)

独
裁
制
か
ら
民
主
政
へ
の
移
行
過
程
の
な
か
で
、
「
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
と
「
経
済
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
追
求
が
い
か
な
る
関
係
に
あ

る
の
か
は
、
ォ
ド
ン
ネ
ル
/
シ
ユ
ミ
ッ
タ
l

『
民
主
化
の
比
較
政
子
長

1
1権
威
主
義
支
配
以
後
の
政
治
世
界
』
真
柄
秀
子
・
井
戸
正
伸
訳
、

未
来
社
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一
九
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、
に
詳
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